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市
で
は
、
皆
さ
ん
の
住
所
を

合
理
的
に
分
か
り
や
す
く
表
示

す
る
た
め
、
順
次
住
居
表
示
を

進
め
て
い
ま
す
。１１
月
１５
日
（
月
）

か
ら
茂
西
・
幸
地
区
が
新
し
い

住
居
表
示
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

当
分
の
間
、
不
便
を
感
じ
る
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
、
戸
籍
簿
、

印
鑑
登
録
原
票
、
選
挙
人
名
簿

な
ど
の
市
役
所
の
公
簿
は
自
動

的
に
書
き
替
え
ま
す
。
新
し
い

住
居
の
表
示
に
よ
り
住
居
変
更

の
申
請
や
手
続
き
に
要
す
る
住

居
表
示
証
明
は
無
料
で
交
付
し

ま
す
。
印
鑑
を
持
参
し
て
市
民

課
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
配
布
し
た
住
居
番
号
決
定

通
知
書
は
住
居
表
示
証
明
書
の

代
わ
り
に
な
り
ま
す
。

注
意

　
新
築
や
改
築
、
取
り
壊
し
の

場
合
は
、
住
居
番
号
の
新
設
や

変
更
、
廃
止
が
必
要
で
す
。
早

め
に
市
民
課
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

11月15日（月）から実施

茂西・幸地区住居表示
市民課市民係　☎２３−３９２４

郵
便
番
号

住
所
・
本
籍
の
表
し
方

住所（例）
実施後 実施前

　

　

観
音
寺
市

　
観
音
寺
町
甲
７
０
０
番
地
１

観
音
寺
市
　

　
茂
西
町
一
丁
目
１
番
２
号

観
音
寺
市

　
幸
町
１
番
２
号

本籍（例）
実施後 実施前

　

　

観
音
寺
市

　
観
音
寺
町
甲
７
０
０
番
地
１	

観
音
寺
市

　
茂
西
町
一
丁
目
甲
７
０
０
番
地
１

観
音
寺
市

　
幸
町
甲
７
０
０
番
地
１	

茂
西
町
一
丁
目
・
二
丁
目

　
　
　
　
７
６
８

−

０
０
７
３

幸
町
　
　
７
６
８

−

０
０
７
４
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観
音
寺
市
健
全
化
判
断
比
率

総
務
課
財
政
係
　
☎
２３
ー
３
９
０
０

　
平
成
２１
年
度
か
ら
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
」
が
本
格
的
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
本
市
で
も
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率

を
公
表
し
ま
す
。

実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
の
程

度
を
み
る
指
標

連
結
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
な
ど
と
、
公
営
企

業
会
計
を
含
め
た
市
全
体
の

赤
字
の
程
度
を
み
る
指
標

実
質
公
債
費
比
率

市
全
体
と
一
部
事
務
組
合
を

含
め
た
公
債
費
（
借
金
の
支

払
い
）
の
、
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
割
合
を
み
る
指
標

将
来
負
担
比
率

市
全
体
と
一
部
事
務
組
合
な

ど
、
公
社
・
出
資
法
人
な
ど

を
含
め
た
将
来
的
な
負
担
の
、

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割

合
を
み
る
指
標

資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
会
計
（
特
別
会
計
）

ご
と
の
、
資
金
不
足
額
の
事

業
の
規
模
に
対
す
る
割
合
を

み
る
指
標

早
期
健
全
化
基
準
・
・
黄
信
号

財
政
再
生
基
準
・
・
・
赤
信
号

経
営
健
全
化
基
準
・
・
黄
信
号

　
本
市
の
健
全
化
判
断
比
率
は
、

す
べ
て
国
の
定
め
る
基
準
を
下

回
り
ま
し
た
。

　
本
市
の
資
金
不
足
比
率
は
、

す
べ
て
の
事
業
に
お
い
て
資
金

不
足
額
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
お
、
平
成
２１
年
度
に
お
い
て
、

産
業
団
地
造
成
事
業
は
、
資
金

不
足
を
解
消
し
て
廃
止
し
ま
し

た
。
ま
た
、
田
野
々
地
区
簡
易

水
道
事
業
は
、
水
道
事
業
と
の

統
合
に
よ
り
廃
止
し
ま
し
た
。

公
表
す
る
指
標

健
全
化
判
断
比
率

　
（
平
成
２１
年
度
決
算
）

資
金
不
足
比
率

　
（
平
成
２１
年
度
決
算
）

健全化判断比率
平成２０年
度決算

平成２１年
度決算

早期健全
化基準

財政再生
基準

実質赤字比率 赤字なし 赤字なし １２.７７ ２０.００

連結実質赤字比率 赤字なし 赤字なし １５.７７ ４０.００

実質公債費比率 １５.３ １４.６ ２５.０ ３５.０

将来負担比率 １５７.６ １４３.９ ３５０.０	

（単位：％）健全化判断比率の状況

（単位：％）資金不足比率の状況

特別会計の名称
資金不足比率
（平成２０年度決算）

資金不足比率
（平成２１年度決算）

経営
健全化
基準

水道事業 資金不足なし 資金不足なし ２０．０

航路事業 資金不足なし 資金不足なし ２０．０

田野々地区簡易水道事業 資金不足なし 資金不足なし ２０．０

公共下水道事業	 資金不足なし 資金不足なし ２０．０

農業集落排水事業 資金不足なし 資金不足なし ２０．０

産業団地造成事業 １００．０ 資金不足なし ２０．０

　
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
１
８

　
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
は
、
地

域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
環
境

な
ど
の
特
性
を
活
か
し
た
個
性

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
施

し
、
全
国
の
都
市
の
再
生
を
効

率
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
生
活
の
向
上
と
経
済
や
社

会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
制

度
で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の

事
後
評
価
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
都
市

整
備
課
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

公
表
期
間

　
１１
月
１
日
（
月
）
～
１２
日
（
金
）

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

　
　
　
事
後
評
価
の
公
表

国
が
定
め
る
基
準
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観
音
寺
市
の
家
計
簿

平成21年度

決算の概要

　平
成
２１
年
度
決
算
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。

県支出金

％

千円1,290,058
4.9

国庫支出金

％

千円4,283,398
16.4

諸収入

％

千円754,416
2.9

繰越金

％

千円256,100
1.0

繰入金

％

千円686,865
2.6

26,154,493

25,397,684

756,809

178,264

578,545

400,000

178,545

（単位：千円）

歳　　　　入

歳　　　　出

形 式 収 支

繰越すべき財源

（a） （b）

（d）

（b）

（c）

（a）

（繰越事業の財源）

実 質 収 支

繰　　越　　金

（c） （d）
（e）

基 金 積 立 金 （f）

（e） （f）

一 般 会 計

歳出

歳入
千円

26,154,493

千円
25,397,684

総務費

％

千円3,558,062
14.0

その他

％

千円302,697
1.1

民生費

％

千円6,235,138
24.6

農林水産業費
千円1,619,667

衛生費

％

千円2,145,607
8.5

土木費

％

千円2,992,658
11.8

商工費
千円999,130

％3.9

教育費

％

千円3,576,633
14.1

公債費

％

千円3,119,455
12.3

％

消防費
千円848,637

3.3

％6.4

市税

％

千円8,320,009
31.8

地方譲与税

％

千円243,236
0.9

各種交付金

％

千円916,969
3.6

地方交付税

％

千円5,512,610
21.1

その他

％

千円1,030,132
3.9

市債

％

千円2,860,700
10.9

歳
入

　
一
般
会
計
歳
入
の
決
算
額
は
、

２
６
１
億
５
、
４
４
９
万
円
で

し
た
。
構
成
比
で
は
、
市
税
が

３１
・
８
％
、
地
方
交
付
税
が
２１

・
１
％
、
国
庫
支
出
金
が
１６
・

４
％
、
市
債
が
１０
・
９
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

歳
出

　
一
般
会
計
歳
出
の
決
算
額
は
、

２
５
３
億
９
、
７
６
８
万
円
で

し
た
。
構
成
比
で
は
、
民
生
費

が
２４
・
６
％
、
教
育
費
が
１４
・

１
％
、
総
務
費
が
１４
・
０
％
、

公
債
費
が
１２
・
３
％
、
土
木
費

が
１１
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
２１
年
度
の
主
な
事
業
は

次
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
平
成
２１
年
度
決
算
に

つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
人
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ

さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.c

ity
.k

a
n
o
n
ji.

k
ag

aw
a.jp

/ad
m

in
/2

0
/3

5
.h

tm
l

平
成
21
年
度
決
算
に

　
　
　
　
　
　
つ
い
て
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不登校対策教育支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日本学生トライアスロン選手権大会開催　　　　　　　　　　

水道施設総合整備計画

上水道新設改良事業

老朽配水管改良

水道施設耐震化

公共下水道事業

浄化槽設置整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般廃棄物処理委託　　　　　　　　　　　　　　　　　

ごみ減量化対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

分別リサイクル推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

柞田幹線水路排水改良　　　　　　　　　　　　　　　　　　

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業　　　

農地・水・環境保全向上対策　　　　　　　　　　　　　　

園芸かがわ産地構造改革総合対策　　　　　　　　　　　　　

瀬戸町調整池・排水施設整備

地域振興イベント推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　

26,258 

26,147 

764,578 

10,842 

30,507 

670,936 

344,871 

6,144 

28,771 

105,421 

50,346 

30,188 

23,497 

36,915 

31,254 

84,037 

10,842 

平 成 ２ １ 年 度 の 主 な 事 業

地 方 債 の 年 度 末 現 在 高

特 別 会 計 決 算 額

市 有 財 産 の 状 況 市 税 の 状 況

事 業 名

広報費（ニューメディア広報事業含む）

自治会活動支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

まちづくり交付金事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中山間地域等直接支払　　　　　　　　　　　　　　　　　

林道・治山整備　　　　　　　　　

伊吹地域漁港整備（特定）　　　　　　　　　　　　　　　　

市道改築　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

のりあいバス購入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

のりあいバス運行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

室本港港湾改修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

消防ポンプ車整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

改良住宅施設整備改修　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地域住宅交付金事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

がん検診　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特定健康診査等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

予防接種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

新型インフルエンザ対策

決 算 額 決 算 額事 業 名 決 算 額

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円、％）（単位：千円、㎡）

（単位：千円）

事 業 名

会　　計　　名 収入額 Ａ 支出額 Ｂ Ａ－Ｂ

8,472,836

7,446,549

74,487

35,683

777,580

4,375,094

15,187

102,467

682

781

10,365

2,203,746

43,563

491,658

24,050,678

8,527,912

7,499,348

79,346

49,969

778,841

4,419,576

27,140

154,398

13,771

22,691

10,365

1,822,522

45,314

491,658

23,942,851

29,904,758

475,519

15,500

8,812,402

311,741

39,519,920

1,389,720
86,377
102,360
29,701
26,006
10,614
96,435
22,164
317,461
10,315
2,584

564,051
1,523,989
5,446
360

396,932
297,498
23,145
298,646

13,063,126
1,064,577
279,493

8,971,715
8,320,009

92.7
139
379

55,076

52,799

4,859

14,286

1,261

44,482

11,953

51,931

13,089

21,910

0

△381,224

1,751

0

△107,827合　　　　　計

合　　　　　計

競 輪 事 業

国 民 健 康 保 険 事 業

国民健康保険伊吹診療所

老 人 保 健 事 業

後期高齢者医療事業

介 護 保 険 事 業

介護予防サービス事業

航 路 事 業

粟 井 財 産 区

粟 井 坂 瀬 山 林

田野々地区簡易水道事業

公 共 下 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

産 業 団 地 造 成 事 業

一 般 会 計

競 輪 事 業 特 別 会 計

航 路 事 業 特 別 会 計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

一 般 会 計 財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

庁 舎 改 築 整 備 基 金

地 域 振 興 基 金

ふ る さ と 創 生 基 金

中山間ふるさと・水と土保全対策基金

地 域 福 祉 基 金

「 柴 川 清 」教 育 振 興 基 金

学 校 施 設 整 備 基 金

文 化 振 興 基 金

豊浜総合体育館施設管理整備基金

職 員 退 職 手 当 基 金

合 併 振 興 基 金

がんば れ 観 音 寺 応 援 基 金

競 輪 場 施 設 改 善 等 基 金

国民健康保険財政調整基金

介護保険介護給付費準備基金

介護従事者処遇改善臨時特例基金

土 地 取 得 基 金

土　　　　　　　　　　　　　　　　　　地

( 　う　ち　財　産　区　山　林

建　　　　　　　　　　　　　　　　　　物

調　　　定　　　額

収　　　入　　　額

徴　　　収　　　率

一人当たり市税負担額　（行政区域内人口 64,651人）
一世帯当たり市税負担額（行政区域内世帯数 23,653世帯）

）

27,625 

717,492 

32,908 

123,850 

421,656 

70,173 

286,614 

4,129 

487,599 

411,995 

112,873 

196,770 

24,557 

7,428 

88,071 

56,639 

9,776 

6,243 

6,746 

4,579 

260,061 

110,229 

34,430 

260,188 

100,829 

319,784 

13,142 

11,681 

73,537 

53,416 

13,951 

10,963 

287,162 

17,273 

地域子育て支援拠点事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保育所運営

妊婦及び乳児健康診査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乳幼児医療費助成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

障害者自立支援給付費事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　

障害者地域生活支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　

重度心身障害者等医療費助成　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「こども読書の街」づくり推進

柞田小学校校舎改築　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

小・中学校施設耐震改修

小・中学校施設整備

情報通信技術環境整備（小・中学校）　　　　　　　　　　　　　　　　

情報教育推進（小・中学校）　　　　　　　　　　　　　　　　　

特別支援教育支援員設置（小・中学校）

伊吹小中学校併設　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中部中学校校舎改築　　　　　　　　　　　　　　　　

外国青年招致（外国語指導助手）　　　　　　　　　　　　　

※田野々地区簡易水道事業は、水道事業との統合により廃止し、産業団地
　造成事業についても、廃止しました。
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水道事業の公表
水は限りある資源です  大切に使いましょう

平成２１年度末の状況

・給水人口⇒６万３,７６９人

・給水戸数⇒２万３,３９３戸

・普及率⇒９９.１％

・年間総配水量⇒８７３万２３５立方㍍

・一日平均配水量⇒２万３,９１８立方㍍

・同有収水量⇒７５１万３,６８６立方㍍

・一日平均有収水量⇒２万５８５立方㍍

香川用水の受水状況　

・年間受水量５１５万４,８４６立方㍍

・一日平均１万４,１２３立方㍍

　これは、総配水量の５９.１％にあたり、受水費は

総費用の２６.５％を占めています。

主な建設改良工事
　新設改良事業として、市道見卓新２号線、市道

立石竹成線、市道曼蛇支線、西讃南部農道（和田

地区）などに配水管を布設し、公共下水道事業に

伴う配水管の移設工事を実施しました。老朽配水

管改良事業として、粟井高区配水区藤之谷地区、

市道下林南線、市道長谷線などを実施しました。

また、水道施設の耐震化として七宝山配水池緊急

遮断弁設置工事を実施し、水道施設総合整備計画

として水道事業認可申請を実施しました。

平成２１年度決算
水道局　☎２５−５２１１

平成２１年度収支状況

給水収益 １,４５６，６６８	 ９６．８％	

受託工事収益 ９，４４７	 ０．６％	

分担金・その他 ３８，５０９	 ２．６％	

　合　　　計 １，５０４，６２４	 １００．０％	

収
　
　
入

人件費 ２４０,９４９	 １８.２％

物件費 ２４１,３０８	 １８.２％

動力費 ３７,７０２	 ２.９％

薬品費 ４,０９４	 ０.３％	
受水費 ３４９,８４４	 ２６.５％

減価償却費 ３３４,１１９	 ２５.３％

資産減耗費 １３,１３４	 １.０％	
支払利息 ６７,０１９	 ５.１％

その他 ３３,４０７	 ２.５％

　合　　　計 １,３２１,５７６	 １００.０％

支

出

貸　借　対　照　表 平成２２年３月３１日現在

（単位：千円）

（単位：千円）

・固定資産　　⑴有形固定資産　
	 　　　⑵無形固定資産	
	 　　固定資産合計　
・流動資産　　⑴現金及び預金等	
	 　　　⑵貯蔵品
	 　　　⑶その他流動資産
　　　　　　流動資産合計
　　　　　資　産　合　計

・固定負債　　⑴引当金　
　　　　　　固定負債合計
・流動負債　　⑴未払金
　　　　　　　⑵預り金等	
　　　　　　流動負債合計
　　　　　負　債　合　計

・資本金　　　⑴自己資本金	
	 　　　⑵借入資本金	
	 　　資本金合計	
・剰余金　　　⑴資本剰余金	
	 　　　⑵利益剰余金
	 　　剰余金合計	
　　　　　資　本　合　計
　　　負　債　資　本　合　計

８，６８１，４１４
８１

８，６８１，４９５
２，１４２，５７６

７，９４７
１，０００

２，１５１，５２３
１０，８３３，０１８

　
３１３，４５６
３１３，４５６
１３２，４９６
４，５０２

１３６，９９８
４５０，４５４

　
４，２５７，６６７
２，３４５，３１６
６，６０２，９８３
２，２４７，０１５
１，５３２，５６６
３，７７９，５８１
１０，３８２，５６４
１０，８３３，０１８

資

産

の

部

負

債

の

部

資

本

の

部

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間

　
見
す
ご
す
な　
幼
い
子
ど
も
の　
Ｓ
Ｏ
Ｓ

身
体
的
虐
待
＝
暴
力
な
ど
危
害

を
加
え
た
り
、
無
理
な
こ
と

を
さ
せ
て
身
体
を
酷
使
さ
せ

た
り
す
る
な
ど

心
理
的
虐
待
＝
言
葉
の
脅
し
や

無
視
、
兄
弟
間
の
差
別
な
ど

性
的
虐
待
＝
性
的
行
為
の
強
要
、

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被
写

体
に
す
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト
＝
食
事
を
与
え
な

い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、

関
心
が
な
い
、
病
気
の
と
き

医
者
に
見
せ
な
い
な
ど

○

子
ど
も
や
親
の
様
子
が
変
だ

な
と
感
じ
た
ら
、
相
談
・
通

告
す
る
。

○

緊
急
の
場
合
や
生
命
に
及
ぶ

よ
う
な
場
合
は
、
迷
わ
ず
警

察
へ
通
報
す
る
。

　
連
絡
を
し
た
後
は
、
家
族
を

支
援
す
る
機
関
が
か
か
わ
り
や

見
守
り
を
始
め
ま
す
。

　
相
談
・
通
告
を
し
た
人
の
情

報
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
市
家
庭
児
童
相
談
室

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
５
７

　
月
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

　
１５
分
（
祝
日
を
除
く
）

★
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
２

　
（
夜
間
な
ど
は
守
衛
室
に
転

　
送
し
て
、
担
当
者
に
連
絡
）

★
子
ど
も
と
家
庭
の
電
話
相
談

　
☎
０
８
７

−

８
６
２

−

４
１
５
２

　
月
～
土
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

　
（
祝
日
を
除
く
）

★
観
音
寺
警
察
署
生
活
安
全
課

　
　
　
　
　
☎
２５

−

０
１
１
０

★
西
部
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
７
７

−

２
４

−

３
１
７
３

★
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
７

−

８
６
２

−

８
８
６
１

児
童
虐
待
と
は

子
ど
も
を
虐
待
か
ら 

　
　
　
　
守
る
た
め
に

連
絡
先

　
身
近
で
虐
待
に
気
が
つ
い
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
に

相
談
や
通
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
自
分
が
虐
待
を
し
て
し
ま
う
と
き
、
ま
た
は
自
分

が
虐
待
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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男
女
共
同
参
画

１１
月
１２
日
～
２５
日
は

　
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

よ
り
よ
い
人
間
関
係
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ
　
12

幸
せ
が
実
感
で
き
る
周
り
の
人
と
の
か
か
わ
り
方（
１
）　
み
ん
な
仲
間

おめでとう
　　　ございます
平成２１年度
　　人権作品優秀賞

観音寺中３年
橋村　伶奈さん

一ノ谷小６年（平成 21年度）
上谷　勇樹さん

　
最
近
、
若
年
層
で
「
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
」
と
言
わ
れ
る
交
際
相
手

か
ら
の
暴
力
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
男
女
間
に
お
け
る
暴
力
は
、

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
け
の

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
暴
力
に
は
、
身
体
的
暴
力
に

限
ら
ず
、
精
神
的
暴
力
や
性
的

暴
力
も
含
ま
れ
ま
す
。
親
密
な

関
係
に
あ
っ
て
も
暴
力
は
決
し

て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

犯
罪
に
な
る
行
為
な
ど
を
も
含

む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

　
各
機
関
で
は
、
女
性
へ
の
暴

力
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

★
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
８
７

−

８
３
５

−

３
２
１
１

　
月
～
土
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

　
（
年
末
年
始
・
祝
日
は
休
み
）

　
Ｅ
メ
ー
ル
相
談
　

★
市
家
庭
児
童
相
談
室

　
（
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
５
７

　
月
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分
（
祝
日
は
休
み
）

★
香
川
県
警
察
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
　
　
　
☎
♯
９
１
１
０

　
（
全
国
共
通
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
８
７

−

８
３
１

−

０
１
１
０

○

最
寄
り
の
警
察
署
で
も
相
談

で
き
ま
す
。
　

○

緊
急
の
場
合
は
一
一
〇
番
へ

★
か
が
わ
男
女
共
同
参
画
相
談

プ
ラ
ザ

　
☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
１
９
８

　
月
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

（
年
末
年
始
・
祝
日
は
休
み
）

　
近
年
、
人
間
関
係
が
ス
ム
ー

ズ
に
い
か
ず
、
子
ど
も
や
高
齢

者
へ
の
虐
待
や
、
職
場
で
の
人

間
関
係
が
原
因
で
起
こ
る
う
つ

症
状
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
生
じ
て

い
ま
す
。

　
人
は
だ
れ
で
も
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
人
間
ら
し
く
幸
せ
に

生
き
る
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
日
々
幸
せ
に
生
活
す

る
た
め
に
は
、
家
族
や
隣
人
、

職
場
の
人
な
ど
周
り
の
人
と
の

人
間
関
係
が
う
ま
く
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
周
り
の
人
と
の
関
係
を
知
る

に
は
、
自
分
の
先
祖
を
調
べ
て

み
る
と
つ
な
が
り
が
分
か
り
ま

す
。
百
年
前
、
二
百
年
前
、
三

百
年
前
と
先
祖
を
た
ど
っ
て
い

く
と
、
人
と
人
と
の
先
祖
は
互

い
に
交
じ
り
合
い
、
人
数
も
非

常
に
多
く
な
り
ま
す
。
先
祖
の

人
数
を
２
の
ｎ
乗
と
し
て
計
算

す
る
と
、
２
の
２０
乗
は
２０
世
代

前
の
先
祖
の
人
数
で
１
０
４
万

８
、
５
７
６
人
に
な
り
ま
す
。

約
四
百
年
前
の
江
戸
幕
府
が
開

か
れ
た
こ
ろ
で
、
日
本
の
人
口

は
２
千
万
人
弱
で
し
た
。
そ
の

う
ち
の
約
１
０
５
万
人
が
自
分

の
直
接
の
先
祖
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
周

り
の
人
は
み
ん
な
自
分
と
か
か

わ
り
の
あ
る
親
類
で
あ
り
、
仲

間
だ
と
思
え
ま
す
。
共
に
生
き

る
仲
間
と
考
え
て
付
き
合
う
こ

と
が
で
き
れ
ば
良
い
人
間
関
係

が
結
ば
れ
、
豊
か
で
幸
せ
な
日

常
生
活
を
送
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

h
ttp://w

w
w

.pref.kagaw
a.jp/

kosodate/josei/m
ail/

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　　　　　　　　　　

９月定例会の主な内容

１日招集・会期２４日間

平成２１年度決算の認定
一般会計補正予算など原案可決

　平成２２年第４回定例会が９月１日招集され、

２４日までの２４日間の会期で開かれました。

　白川市長から各会計の平成２１年度決算の認

定１６件、一般会計補正予算として、歳入・歳

出予算の総額に１３億１,６３３万３千円を追加し、

総額を２５３億９７５万４千円とすることのほか、

特別会計など補正予算８件、条例の一部改正

１件など計２８議案が提出され、議案の提案理

由の説明がありました。

　一般質問では７・８日の２日間、議員１５人

による個人質問が行われ、市当局の考えをた

だしました。議案は総務・建設経済・文教民

生の各常任委員会にそれぞれ付託され、９日

から１５日にかけて各常任委員会を開催し、慎

重に議案などの審議を行いました。

　また、最終日の２４日、追加議案として工事

請負契約締結の他１議案が追加提出されまし

た。追加議案は総務委員会、文教民生委員会

に付託され、ただちに委員会を開催し、慎重

に議案審議を行いました。

　本会議では、各常任委員会の委員長から付

託された議案などの審議結果の報告があり、

採決の結果すべての市長提出議案などを原案

のとおり承認・可決しました。

　なお、審議結果は、１３ページ「審議した議

案等とその結果」のとおりです。

個人質問 一般質問項目表
大 矢 一 夫

（民政クラブ）

●印については、質問と答弁の内容を次ページ以降に掲載しています。

●学校教育について

・国との人材交流について

・ファミリープールの今後の活用に

ついて

・伊吹丸の運賃について

●観音寺市総合運動公園の今後の整

備計画と無料開放について

・市営住宅の現状と課題について

●補助金について

・ごみの分別について

●市元気地域商品券等発行事業につ

いて

・期日前投票所について

●市民美術館について

・県政と市政について

●高齢者実態把握について

・子ども相談について

・学校統廃合の校区説明会について

・快適環境のまちづくりについて

●学校給食について

・財政運営について

・地籍調査について

●観音寺市第２次集中改革プランに

ついて

●カラスによる被害と悪臭対策につ

いて

●独居者対策について

・産業振興対策について

・公共施設整備について

・熱中症対策について

・高齢者問題について

●介護予防サポーターについて

・公共施設について

・市長の政治姿勢について

・インフラの維持補修について

●公共交通の今後のあり方について

●乳幼児健診について

・新幼稚園・保育所の建設について

・新幼稚園・保育所の建設について

●競輪事業について

詫 間　　茂
（民政クラブ）

大 平 直 昭
（民政クラブ）

石 山 秀 和
（公　明　党）

大久保隆敏
（市民クラブ）

安 藤 清 高
（日本共産党）

篠 原 重 寿
（社会民主党）

立 石 隆 男
（民政クラブ）

秋 山 忠 敏
（民政クラブ）

伊 丹 準 二
（民政クラブ）

安 藤 康 次
（民政クラブ）

安 藤 忠 明
（公　明　党）

井 上 浩 司
（民政クラブ）

（９月定例会）

友 枝 俊 陽
（民　主　党）

五 味 伸 亮
（民　主　党）
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

市民フォーラム開催ご案内

　　　１１月３日（文化の日）　午後２時～午後４時
　　　市民会館中ホール（エレベーターが利用できます）
　　　第１部　基調講演
　　　　　　　城西大学経営学部准教授　伊関友伸氏
　　　第２部　パネルディスカッション
　　　　　　　医師会、三豊総合病院、市民、行政、
　　　　　　　議会からのパネリストによる討論会

  質 

問
答
弁

と

　
　
　
６
月
議
会
で
「
統
合
作

業
で
は
、
新
設
の
幼
稚
園
、
小

学
校
の
た
め
、
協
議
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
数

多
く
あ
る
の
で
、
統
合
準
備
の

た
め
の
委
員
会
の
設
置
を
考
え

て
い
る
。」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
学
校
統
合
準
備
委
員
会
（
仮

称
）
の
委
員
の
構
成
や
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
に

進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
統
合
準
備
委
員
会
は
、

先
の
議
会
や
地
元
説
明
会
な
ど

で
、
設
置
に
つ
い
て
話
し
を
し

て
き
た
が
、
８
月
２５
日
に
市
立

小
学
校
お
よ
び
幼
稚
園
統
合
準

備
委
員
会
設
置
要
綱
を
定
め
た
。

こ
の
委
員
会
で
統
合
小
学
校
・

統
合
幼
稚
園
の
名
称
、
校
歌
・

園
歌
、
標
準
服
、
通
学
方
法
、

個
人
質
問

大
矢　

一
夫

学
校
教
育
に
つ
い
て

質
問

統
合
ま
で
の
交
流
事
業
な
ど
の

項
目
に
つ
い
て
、
開
校
・
開
園

予
定
の
平
成
２６
年
４
月
１
日
に

向
け
て
調
査
や
協
議
を
し
て
い

く
。

　
委
員
会
は
、
２０
名
程
度
の
委

員
で
構
成
さ
れ
、
各
小
学
校
・

幼
稚
園
の
保
護
者
を
代
表
す
る

方
や
教
職
員
、
校
区
・
園
区
内

の
自
治
会
を
代
表
す
る
方
、
ま

た
、
就
学
・
就
園
前
を
代
表
す

る
方
や
小
学
校
で
は
幼
稚
園
や

保
育
所
を
代
表
す
る
方
、
幼
稚

園
で
は
各
地
区
の
愛
育
会
を
代

表
す
る
方
に
お
願
い
し
、
各
団

体
に
推
薦
を
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
。

　
　
　
３
月
議
会
で
野
球
場
の

照
明
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
陸
上

競
技
場
の
全
天
候
化
お
よ
び
ト

リ
ム
コ
ー
ス
の
改
修
は
、
順
次

改
善
し
て
市
民
の
健
康
増
進
の

拠
点
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
と
い
う
答
弁
を
い
た
だ

い
た
が
、
目
途
と
し
て
い
つ
頃

に
な
る
の
か
。
ま
た
、
陸
上
競

技
場
を
無
料
開
放
で
き
な
い
か

を
伺
う
。

　
現
在
、
綾
川
町
で
は
、
１５
年

前
か
ら
全
天
候
型
の
陸
上
競
技

場
を
無
料
開
放
し
て
お
り
、
年

間
６
万
人
以
上
の
人
々
が
利
用

し
、
健
康
増
進
に
役
立
て
て
い

る
。

　
　
　
平
成
２２
年
度
で
は
、
野

球
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
の
整
地

と
ス
コ
ア
ー
ボ
ー
ド
な
ど
の
補

修
を
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の
１２
月
か

ら
行
い
、
陸
上
競
技
場
の
４
０

０
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の

土
の
全
面
改
修
を
平
成
２３
年
１

月
よ
り
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

照
明
や
全
天
候
化
は
、
教
育
・

行
政
・
文
化
の
各
整
備
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
順
次
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な

お
、
陸
上
競
技
場
の
無
料
開
放

は
、
全
天
候
型
が
完
成
し
た
後

に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
各
種
団
体
へ
の
補
助
金

な
ど
は
「
行
政
改
革
大
綱
」
に

基
づ
き
見
直
し
を
行
っ
て
き
た

が
、
こ
の
４
年
間
の
実
績
を
伺

う
。
ま
た
、
縮
小
・
廃
止
な
ど

対
象
と
な
っ
た
団
体
か
ら
補
助

金
継
続
な
ど
の
陳
情
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
対
応
を

伺
う
。

　
今
後
、
市
民
団
体
の
活
動
を

活
性
化
さ
せ
る
意
味
か
ら
、
補

助
金
を
希
望
す
る
団
体
を
公
募

し
、
審
査
委
員
会
を
経
て
補
助

金
を
交
付
す
る
制
度
や
、
市
民

団
体
の
事
業
を
公
募
し
、
そ
の

事
業
を
審
査
し
て
補
助
金
を
交

付
す
る
制
度
な
ど
、
市
民
団
体

の
活
動
に
対
す
る
新
た
な
補
助

金
制
度
を
検
討
す
る
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

　
　
　
４
年
間
の
実
績
と
し
て
、

効
果
見
込
み
額
２
億
６
、
１
３

４
万
円
に
対
し
て
、
２
億
４
、

２
０
８
万
円
の
効
果
額
。
ま
た
、

補
助
金
の
見
直
し
で
は
、
一
律

に
廃
止
や
削
減
を
行
う
の
で
は

な
く
、
補
助
金
の
内
容
や
実
態

に
応
じ
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

対
応
し
て
き
た
。

答
弁

詫
間　
　

茂

観
音
寺
市
総
合
運
動
公
園
の

今
後
の
整
備
計
画
と

無
料
開
放
に
つ
い
て　

質
問

答
弁

大
平　

直
昭

補
助
金
に
つ
い
て

質
問

答
弁

観音寺市議会

三豊・観音寺市医師会、三豊総合病院

議会事務局　☎２３−３９１３

「みんなで守ろう 観音寺・三豊の地域医療」をテーマに開催します。 
日　時

内　容

主　催

後　援

問合せ

▲総合運動公園（陸上競技場）

場	所
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
本
市
の
合
併
記
念
事
業
、
合

併
地
域
振
興
事
業
お
よ
び
合
併

５
周
年
記
念
事
業
費
補
助
金
な

ど
、
市
民
団
体
か
ら
事
業
を
公

募
し
、
検
討
委
員
会
の
結
果
に

基
づ
き
補
助
金
を
交
付
し
て
き

た
。
今
後
も
、
見
直
し
の
中
で
、

市
民
団
体
の
活
動
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
す
る
新
た
な
制
度

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
今
回
、
商
品
券
事
業
の

補
正
予
算
が
上
程
さ
れ
た
が
、

昨
今
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の
な

か
で
市
内
経
済
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
確
信
す
る
。
そ
こ
で
、

商
品
券
事
業
の
概
要
を
伺
う
。

①
総
額
は
い
く
ら
か
。

②
商
品
券
発
売
の
日
程
お
よ
び

使
用
期
間
は
。

③
商
品
券
取
り
扱
い
加
盟
店
の

募
集
は
。

④
三
豊
市
な
ど
で
は
、
大
型
店

で
の
使
用
は
で
き
な
い
が
、
本

市
は
。

⑤
取
扱
店
の
周
知
や
広
報
は
。

⑥
ひ
と
り
何
セ
ッ
ト
ま
で
購
入

で
き
る
の
か
。

　
　
　
①
本
市
商
工
会
議
所
お

よ
び
大
豊
商
工
会
が
事
業
主
体

で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
１
千
万
円
を

含
ん
だ
総
額
１
億
１
千
万
円
の

商
品
券
と
事
務
費
２
２
４
万
円
。

②
発
売
期
間
１０
月
２３
日
か
ら
２９

日
の
１
週
間
。
使
用
期
間
は
１１

月
１
日
か
ら
来
年
１
月
３１
日
ま

で
の
３
カ
月
間
。

③
会
員
以
外
に
も
広
く
募
集
す

る
。
会
議
所
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
新
聞
折
り
込
み
、
飲
食

組
合
な
ど
を
通
じ
て
周
知
す
る
。

④
大
型
店
の
参
加
は
条
件
に
よ

っ
て
、
取
り
扱
い
手
数
料
に
ラ

ン
ク
を
付
け
て
募
集
予
定
。

⑤
の
ぼ
り
の
設
置
な
ど
を
予
定
。

⑥
ひ
と
り
５
セ
ッ
ト
（
５
万
円
）

ま
で
購
入
可
能
。

　
商
店
街
や
個
々
の
商
店
が
互

い
に
連
携
を
図
り
、
街
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
起
爆
剤
に
な
る

よ
う
支
援
し
た
い
。

　
　
　
本
年
３
月
定
例
会
で
、

市
長
は
市
民
の
長
年
の
夢
で
あ

っ
た
市
民
美
術
館
整
備
事
業
費

９
千
万
円
を
計
上
し
た
が
、
議

会
の
同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

賛
成
し
た
私
に
と
っ
て
誠
に
残

念
で
あ
る
。
し
か
し
、
委
員
長

の
報
告
で
は
、
美
術
館
の
必
要

性
は
認
め
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
市
民
ク

ラ
ブ
は
、
美
術
館
開
館
に
向
け

て
有
識
者
を
交
え
、
大
い
に
議

論
し
て
き
た
。
空
き
校
舎
の
利

用
は
、
非
常
に
無
理
が
あ
る
と

の
こ
と
。
考
慮
し
た
結
果
、
現

時
点
で
は
銀
行
跡
地
が
ベ
ス
ト

だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
市
長
の

思
い
を
伺
う
。

　
　
　
私
も
議
会
の
同
意
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
残
念

で
あ
る
。
市
民
の
強
い
要
望
も

あ
り
、
本
市
出
身
の
画
家
の
作

品
や
旧
１
市
２
町
が
持
っ
て
い

る
絵
画
な
ど
も
展
示
し
、
多
く

の
市
民
に
見
て
い
た
だ
け
る
と

考
え
て
い
た
。
ま
た
、
外
見
の

趣
や
位
置
的
に
も
駅
に
近
い
と

こ
ろ
に
あ
り
、
美
術
館
の
設
置

条
件
に
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し

た
。
議
員
各
位
は
、
美
術
館
整

備
に
反
対
で
は
な
い
と
言
わ
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、
議
会
内
で
十

分
な
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
、

議
会
と
し
て
の
方
向
性
を
示
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
高
齢
者
の
実
態
は
、
６５

歳
以
上
の
男
性
７
、
１
４
７
人
、

女
性
１
０
、
１
５
７
人
。
そ
の

内
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

は
、
男
性
７
２
４
人
、
女
性
２
、

４
４
６
人
で
、
１
０
０
歳
以
上

の
高
齢
者
は
、
男
性
１
人
、
女

性
１９
人
と
な
り
、
高
齢
者
化
が

進
ん
で
い
る
。

　
高
齢
者
へ
の
支
援
は
、
ど
の

よ
う
な
支
援
を
行
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
今
回
、
高
齢
者

の
所
在
を
確
認
で
き
な
い
問
題

が
日
本
社
会
に
衝
撃
を
与
え
て

い
る
。
高
齢
者
の
安
否
確
認
お

よ
び
実
態
把
握
は
、
ど
の
よ
う

な
活
動
、
施
策
が
行
わ
れ
て
い

る
の
か
を
伺
う
。

　
　
　
支
援
に
つ
い
て
、
サ
ー

ビ
ス
の
例
を
挙
げ
る
と
、
ヘ
ル

パ
ー
に
よ
る
家
事
支
援
、
緊
急

通
報
用
電
話
機
の
設
置
お
よ
び

福
祉
電
話
の
貸
与
な
ど
が
あ
る
。

　
安
否
確
認
は
、
民
生
委
員
や

福
祉
委
員
に
よ
る
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
宅
の
訪
問
活
動
を
充

実
さ
せ
る
な
ど
、
地
域
の
支
援

体
制
を
整
え
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連

携
や
民
生
委
員
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
高
齢
者
世
帯
の
状
況
や

身
体
の
状
態
を
把
握
し
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
支
援

を
行
な
っ
て
い
く
。

　
　
　
学
校
給
食
の
基
本
を
定

め
た
法
律
が
５５
年
ぶ
り
に
改
定

さ
れ
、
給
食
の
目
的
が
「
食
生
活

の
改
善
」
か
ら
、「
食
育
の
推
進
」

へ
と
大
き
く
変
わ
っ
た
。

①
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
、
内
容
に

つ
い
て
の
と
ら
え
方
。

②
改
正
（
平
成
２１
年
４
月
）
か

ら
１
年
が
経
過
し
、
保
護
者
・

職
員
へ
の
周
知
状
況
お
よ
び
具

体
的
取
り
組
み
の
内
容
。

③
栄
養
教
諭
の
役
割
が
法
に
示

さ
れ
て
い
る
。
職
員
配
置
の
現

状
と
活
動
内
容
、
体
制
の
充
実

へ
の
必
要
性
に
つ
い
て
を
伺
う
。

答
弁

　

質
問

答
弁

石
山　

秀
和

市
元
気
地
域
商
品
券
等

発
行
事
業
に
つ
い
て

質
問

大
久
保
隆
敏

市
民
美
術
館
に
つ
い
て

質
問

安
藤　

清
高

高
齢
者
実
態
把
握
に
つ
い
て

答
弁

質
問

篠
原　

重
寿

学
校
給
食
に
つ
い
て
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

は
、
県
や
市
が
実
施
す
る
研
修

を
終
了
し
、
市
長
か
ら
の
委
嘱

を
受
け
て
、
介
護
予
防
の
意
義

や
知
識
の
普
及
に
対
す
る
協
力

や
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
認

知
症
高
齢
者
の
見
守
り
や
声
か

け
を
行
な
う
。
本
市
で
は
、
２

０
７
名
の
人
が
委
嘱
さ
れ
地
域

を
支
え
る
大
き
な
「
住
民
力
」

を
発
揮
し
て
い
る
。
今
後
の
課

題
と
し
て
当
局
は
「
市
介
護
予

防
サ
ポ
ー
タ
ー
連
絡
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
て
、
個
性
的
な
公

認
の
組
織
に
す
る
考
え
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
方
向
づ
け
を
し
て

指
導
し
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

　
　
　
県
内
で
は
、
高
松
市
に

つ
い
で
２
番
目
に
多
い
２
０
７

名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
委
嘱
し
て

い
る
。
健
康
福
祉
部
高
齢
介
護

課
内
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
・
レ

タ
ー
の
発
行
、
研
修
会
の
開
催
、

１０
人
程
度
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ

る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
協
議
の

場
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
な
か
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
な

か
か
ら
「
市
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
連
絡
協
議
会
」
を
設
立
し

て
、
高
齢
者
を
支
援
す
る
た
め

に
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
い
こ

う
と
い
う
動
き
も
あ
る
。

　
　
　
①
学
校
で
は
、
朝
食
の

欠
食
、
野
菜
摂
取
不
足
や
肥
満

解
消
の
た
め
、
生
涯
に
わ
た
り

健
康
管
理
の
で
き
る
子
ど
も
の

育
成
に
地
域
と
協
力
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

②
給
食
便
り
、
市
広
報
へ
の
掲

載
、
親
子
料
理
教
室
お
よ
び
学

校
給
食
展
を
通
じ
て
啓
発
し
て

い
る
。
教
職
員
へ
は
、
食
に
関

す
る
幅
広
い
知
識
の
修
得
と
職

員
間
の
共
通
理
解
を
図
る
た
め
、

研
修
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

③
現
在
、
県
費
栄
養
教
諭
は
３

名
、
学
校
栄
養
職
員
２
名
の
体

制
。
ひ
と
り
当
た
り
の
活
動
実

績
は
、
教
科
指
導
４７
時
間
、
給

食
時
間
の
指
導
１
８
０
日
な
ど
。

配
置
の
適
正
化
は
、
県
に
正
規

の
栄
養
職
員
配
置
を
要
望
し
て

い
る
。

　
　
　
転
入
や
転
出
に
は
複
数

の
手
続
き
が
必
要
だ
が
、
最
近

で
は
市
民
が
動
か
ず
に
、
職
員

が
移
動
し
て
処
理
を
す
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す

る
行
政
が
増
え
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
本
市
で
は

出
来
な
い
の
か
。

　
先
進
地
を
研
究
し
、
よ
り
良

い
観
音
寺
型
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
を
構
築
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。

　
　
　
窓
口
手
続
き
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
以
前
よ

り
検
討
し
て
き
た
が
、
現
在
の

庁
舎
で
は
、
１
階
フ
ロ
ア
の
移

動
が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、

来
所
さ
れ
た
窓
口
へ
担
当
者
が

出
向
い
て
対
応
す
る
な
ど
、
で

き
る
だ
け
市
民
の
人
々
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
配
慮

し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
各
課
の
連
携
を
よ

り
い
っ
そ
う
図
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
に
わ
か
り
や
す
い
窓
口
サ

ー
ビ
ス
を
目
指
す
。

　
　
　
根
本
的
な
カ
ラ
ス
の
駆

除
、
悪
臭
対
策
に
つ
い
て
５
名

の
自
治
会
長
連
名
に
よ
る
陳
情

を
受
け
た
議
会
は
、
重
く
受
け

と
め
た
。

　
企
業
が
養
豚
業
を
営
む
場
合

の
指
導
は
ど
こ
が
す
る
の
か
。

豚
舎
へ
の
野
鳥
侵
入
防
止
策
、

糞
尿
処
理
、
餌
の
保
管
場
所
お

よ
び
汚
水
処
理
の
清
浄
性
な
ど
、

ど
こ
が
確
認
し
、
指
導
す
る
の

か
窓
口
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
。

本
市
の
対
応
策
と
経
過
を
伺
う
。

　
　
　
カ
ラ
ス
の
被
害
は
、
状

況
調
査
の
結
果
、
農
産
物
の
被

害
が
発
生
し
て
い
る
。
現
在
、

猟
友
会
と
協
議
を
行
い
、
市
が

「
有
害
鳥
獣
捕
獲
許
可
」
を
出

し
て
カ
ラ
ス
の
捕
獲
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
許
可
期
間
は
、
６

月
７
日
か
ら
１０
月
４
日
ま
で
捕

獲
許
可
継
続
中
で
あ
る
。
今
後

も
継
続
的
に
取
り
組
み
カ
ラ
ス

の
被
害
防
止
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
悪
臭
対
策
は
、
県
の

家
畜
保
健
衛
生
所
、
農
業
普
及

改
良
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
西
讃
保

健
福
祉
事
務
所
と
連
携
の
下
に

行
動
を
共
に
し
、
悪
臭
防
止
法

に
よ
る
区
域
外
に
つ
い
て
も
、

施
設
の
改
善
な
ど
を
発
生
元
に

対
し
、
粘
り
強
く
指
導
を
行
な

っ
て
い
る
。

　
　
　
異
常
気
象
と
言
わ
れ
た

今
夏
、
熱
中
症
に
て
医
療
機
関

に
搬
送
さ
れ
る
そ
の
数
の
多
数

を
聞
く
に
つ
け
、
本
市
に
お
け

る
独
居
者
（
高
齢
者
）
の
安
否

確
認
を
危き

ぐ惧
し
、
そ
の
対
応
策

を
伺
う
。

　
　
　
本
年
８
月
１
日
現
在
、

本
市
の
高
齢
化
率
は
２６
・
９９
％

で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
は

３
、
１
７
０
人
。

　
安
否
確
認
は
、
昨
年
６
月
以

降
は
民
生
委
員
、
福
祉
委
員
な

ど
が
週
１
回
を
目
標
に
訪
問
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
否
確
認

を
行
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
介
護
支
援
専
門
員

お
よ
び
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

が
利
用
者
宅
訪
問
の
際
に
行
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
福
祉
制
度
と

し
て
、
６５
歳
以
上
で
前
年
の
所

得
税
が
非
課
税
の
方
に
、
緊
急

通
報
用
電
話
機
貸
与
制
度
が
あ

り
、
２４
時
間
体
制
で
緊
急
時
の

対
応
が
で
き
る
。
な
お
、
課
税

世
帯
は
、
有
償
に
て
設
置
が
可

能
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

　

秋
山　

忠
敏

カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害
と

悪
臭
対
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

　　

伊
丹　

準
二

独
居
者
対
策
に
つ
い
て

　質
問

答
弁

答
弁

　

立
石　

隆
男

観
音
寺
市
第
２
次
集
中
改
革

プ
ラ
ン（
窓
口
業
務
）に
つ
い
て

　質
問

答
弁

　質
問

安
藤　

康
次

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

　

答
弁



12

９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
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本会議の録画映像をインターネット配信中 http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

　　

議会だより編集委員会
皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

◆委 員 長　篠原　重寿　　　◆副委員長　大平　直昭
◆委　　員　安藤　清高　　　◆委　　員　石山　秀和
◆　　〃　　　井上　浩司　　　◆　　〃　　　安藤　康次
◆　　〃　　　立石　隆男　　　◆　　〃　　　友枝　俊陽

〒768-8601　観音寺市坂本町一丁目１番 1号　
　　　　　　☎ 23−3913　FAX23−3914
　　　　　　Ｅメール	gikai@city.kanonji.lg.jp

　
　
　
こ
れ
か
ら
の
公
共
交
通

戦
略
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
路

線
や
便
数
だ
け
を
論
じ
る
の
で

は
な
く
、
公
共
交
通
す
べ
て
の

情
報
を
ま
と
め
、
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
を
検
討
す
る
会
を
設
置
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
需
要
を
的

確
に
把
握
し
、
き
め
細
や
か
な
、

そ
う
い
う
意
味
で
は
多
様
な
施

策
の
展
開
も
必
要
で
あ
る
と
思

う
。

　
ま
た
、
広
域
的
な
運
用
も
同

時
に
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
、

取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　
　
本
市
で
は
、
地
域
の
実

情
に
即
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
に
必
要
に
な
る
事
項
を
協

議
す
る
た
め
、
四
国
運
輸
局
や

県
、
警
察
関
係
者
な
ど
で
構
成

す
る
「
観
音
寺
市
地
域
公
共
交

通
会
議
」
を
設
置
し
て
お
り
、

当
然
住
民
代
表
も
メ
ン
バ
ー
に

含
ま
れ
て
い
る
。

　
高
齢
化
社
会
が
進
展
し
、
交

通
弱
者
が
増
加
し
た
社
会
で
も

対
応
で
き
る
よ
う
、
こ
の
会
議

の
機
能
を
今
ま
で
以
上
に
活
用

し
、
い
っ
そ
う
利
便
性
の
向
上

に
努
め
る
。

　
将
来
的
に
は
、
広
域
的
な
運

用
も
視
野
に
入
れ
た
運
用
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
現
段
階
に
お
い
て
は
限
ら

れ
た
便
数
の
運
行
で
あ
り
、
現

状
の
運
行
形
態
が
適
切
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
現
在
、
本
市
で
は
１
歳

半
健
診
、
３
歳
児
健
診
お
よ
び

就
学
前
健
診
が
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
３
歳
児
健
診
以
後
、
就

学
前
健
診
の
間
で
幼
児
の
発
達

を
診
る
健
診
は
な
い
。
近
年
増

加
傾
向
に
あ
る
軽
度
な
発
達
障

害
を
持
っ
た
幼
児
の
多
く
は
、

３
歳
児
健
診
以
後
で
脳
の
前
頭

葉
が
発
達
す
る
４
歳
・
５
歳
頃

に
発
見
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い

の
で
、
就
学
前
だ
け
で
な
く
５

歳
児
健
診
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

早
期
発
見
、
早
期
対
応
を
行
い
、

教
育
や
療
育
的
な
支
援
に
つ
な

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
他
市
で
は
す
で
に
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
。

　
　
　
５
歳
児
健
診
の
実
施
は
、

発
達
障
害
を
持
っ
た
幼
児
を
見

極
め
る
有
効
な
手
段
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
以
前
よ

り
検
討
は
し
て
き
た
が
、
西
讃

地
域
は
、
言
語
の
訓
練
や
社
会

的
に
自
立
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
行
動
療
法
を
実
施
す
る
機

関
が
充
実
し
て
お
ら
ず
、
専
門

医
の
確
保
、
ス
タ
ッ
フ
体
制
を

構
築
す
る
の
に
困
難
な
状
況
が

あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
健
診

を
い
っ
そ
う
充
実
す
る
と
と
も

に
、
保
育
所
や
幼
稚
園
と
の
連

携
を
密
に
し
、
早
期
発
見
、
早

期
対
応
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
①
本
市
の
競
輪
事
業
は
、

平
成
２１
年
度
単
年
度
収
支
が
１

億
４
千
万
円
の
黒
字
、
累
計
で

も
５
千
５
百
万
円
の
黒
字
と
な

っ
た
が
、
こ
れ
は
交
付
金
支
払

い
猶
予
特
例
措
置
の
適
用
や
開

催
日
数
削
減
の
成
果
で
あ
り
、

本
市
に
と
っ
て
有
効
な
施
策
で

あ
る
。
し
か
し
、
今
後
い
っ
そ

う
の
売
り
上
げ
減
少
が
予
測
さ

れ
る
。
特
例
措
置
期
限
の
平
成

２３
年
度
ま
で
の
対
応
策
と
継
続
、

廃
止
を
含
め
た
方
向
性
を
伺
う
。

②
平
成
２１
年
度
決
算
で
は
黒
字

と
な
っ
て
い
る
が
、
交
付
金
延

納
額
は
約
５
億
円
も
あ
り
、
平

成
２３
年
度
経
過
後
に
は
償
還
の

義
務
が
発
生
す
る
。
黒
字
決
算

は
評
価
で
き
て
も
、
依
然
厳
し

い
経
営
状
況
に
あ
る
と
言
え
る
。

平
成
２３
年
度
を
も
っ
て
競
輪
事

業
か
ら
完
全
撤
退
す
る
な
ら
ば
、

一
般
会
計
か
ら
ど
れ
く
ら
い
の

繰
り
出
し
が
必
要
な
の
か
を
伺

う
。

　
　
　
①
今
後
も
業
務
に
か
か

る
経
費
削
減
、
収
支
改
善
に
努

め
て
い
く
。
ま
た
、
特
例
制
度

終
了
後
は
、
経
済
産
業
省
お
よ

び
全
国
競
輪
施
行
者
協
議
会
と

競
輪
事
業
存
続
に
向
け
協
議
を

続
け
て
い
く
。

②
東
ス
タ
ン
ド
や
選
手
宿
舎
、

管
理
棟
建
設
に
伴
う
起
債
の
繰

り
上
げ
償
還
金
、
約
３
億
２
千

万
余
が
必
要
。
施
設
解
体
な
ど

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は

予
定
し
て
お
ら
ず
、
競
輪
事
業

の
存
続
、
継
続
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
。

記
事
の
補
足
説
明
に
つ
い
て

　
議
会
だ
よ
り
８
月
号
９
ペ
ー

ジ
、
伊
丹
準
二
議
員
の
質
問
の

中
で
「
粟
井
保
育
所
は
建
築
後

５９
年
」
の
文
章
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
補
足
説
明
し
ま
す
。

　
「
粟
井
保
育
所
は
昭
和
２６
年

に
設
立
さ
れ
、
設
立
後
５９
年
経

過
。
そ
の
後
、
施
設
は
昭
和
４６

年
に
改
築
さ
れ
、
改
築
後
３９
年

に
な
り
ま
す
。」

質
問

井
上　

浩
司

公
共
交
通
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て

答
弁

質
問

友
枝　

俊
陽

乳
幼
児
健
診
（
５
歳
児
健
診
）

に
つ
い
て

答
弁

質
問

五
味　

伸
亮

競
輪
事
業
に
つ
い
て

答
弁
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９
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な
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容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果

　

●第４回（９月）定例会

平成２２年 観音寺市議会定例会は１２月の予定です。本会議はだれでも傍聴できます。　

議　　　　　案　　　　　名 審議結果
※市長提出議案
平成２１年度観音寺市一般会計歳入歳出決算認定について 承認（反対１人）

平成２１年度観音寺市競輪事業特別会計歳入歳出決算認定について 承　　認

平成２１年度観音寺市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２１年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２１年度観音寺市老人保健事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２１年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２１年度観音寺市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２１年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２１年度観音寺市航路事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２１年度観音寺市粟井財産区特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２１年度観音寺市粟井坂瀬山林特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２１年度観音寺市田野々地区簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２１年度観音寺市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２１年度観音寺市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２１年度観音寺市産業団地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２１年度観音寺市水道事業会計決算認定について 〃

観音寺市航路事業船舶建造等基金条例の制定について 原案可決

町の区域及び名称の変更について 〃

観音寺市公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関する協定の一部を変更する協定の締結について 同　　意

平成２２年度観音寺市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

平成２２年度観音寺市競輪事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２２年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２２年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２２年度観音寺市老人保健事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２２年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２２年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２２年度観音寺市航路事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２２年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 〃

工事請負契約の締結について 同　　意

調停の申立てについて 原案可決

※陳情
カラスの被害についての陳情書 採　　択

　特別委員会では、本市の公共施設の整備や配置のありかたを調査研究することを目的に、下記の内
容で先進地視察を実施しました。
　　　　平成２２年１０月５日　　　　　　　　岡山県真庭市
　　　　①庁舎の建設整備について

真庭市の新本庁舎は、鉄筋コンクリート４階建７、３５３㎡。総事業
費は約２７億５千万円（用地費、設計費込）。設計業者はプロポーザ
ル方式を採用、審査委員会で決定。竣工予定は平成２３年２月。特
長は、太陽光発電やバイオマス利用で燃料費の軽減と随所に真庭
市産のヒノキ材を使用。
②こども園の取り組みについて
真庭市では、平成１９年４月より「認定こども園」として保育所と幼稚園を併設。子育て支
援機能も加え就学前の一貫教育を推進。「子育て支援部、幼児部、幼稚園部」の３部構成。
長所は、保育ニーズに合わせた選択が可能で、異年齢児間の交流、経費節減および教諭・
保育士の資質向上など。

公共施設等整備調査特別委員会の行政視察報告

日　時 場　所

事　項

▲真庭市新本庁舎
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9
13防災意識を高めようと訓練9

4

　高知県沖を震源域とする震度６弱の地震が発生、
市内で火災が発生したと想定し、萩の丘公園で防災
訓練がありました。萩原・紀伊小学校の児童や住民
など約４００人が参加。避難訓練や救出・救助訓練、
小学生のバケツリレーによる消火訓練など、本番さ
ながらに真剣な表情で訓練していました。

　豊田小学校で、４年生を対象に四国初となる専門
機関を招いての出前授業がありました。下水道の役
割や水の循環について説明を受けたり、ビーカーを
使ってティッシュとトイレットペーパーの溶け方の
実験をしたり。子どもたちは真剣な表情で授業を受
けていました。

ぼくたち、わたしたちを
　　　見守ってください

9
15

　柞田小学校で、子ども安全安心パトロール隊と子
どもたちとの交流会がありました。安全を見守って
くれている約８５人の隊員の皆さんに、児童代表がお
礼の言葉を述べた後、子どもたちはパトロール隊に
見守られながら自治会別に下校しました。

海外での貴重な体験を報告
　中学生海外派遣事業の報告会が大野原中央公民館
でありました。オーストラリアでのさよならパーテ
ィーで合唱した歌とソーラン踊りを参加者が披露。
ビデオを懐かしく鑑賞し、生徒一人ずつが海外研修
で得た夢や目標を報告しました。

第25回萩まつり

10
2

　萩の丘公園で踊りや太鼓の演奏、クイズなどのイ
ベントがあり、腹おどりには、雨の中大勢のカメラ
マンが駆け付けて撮影していました。また、萩原寺
境内では茶会や琴の演奏があり、訪れた家族連れら
は思い思いに楽しんでいました。

白いフェンスに子どもたちの力作

9
23

　瀬戸アート展の開会式とグランプリ賞などの表彰
式がありました。市内の小中学校から応募があった
９７点と、観音寺南小学校とアメリカ・サルタナ小学
校との共同制作「未来に残したいもの」２点の作品
を瀬戸センター（瀬戸町）の敷地東側公園内工事フ
ェンスにパネル化して展示。作品は来年３月３１日ま
で見ることができます。

10
1

下水道について勉強したよ
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第 31回ＪＳＣＡブロック対抗
水泳競技大会ⅠN 北陸

9
21

第 65 回国民体育大会
出場監督・選手激励会

9
22

第 23 回全国スポーツ・レクリエーション祭
出場監督・選手激励会

9
28

▲クレー射撃監督・選手＝高橋裕男、選手＝吉田喜一郎、
陸上監督＝中西勝利、藤岡英陽、選手＝中野真実、有明
侑哉、大久保大輔、木山雄生、中野宏基、向井紗季、ラ
イフル射撃選手＝岡﨑藍、アーチェリー監督・選手＝大
西隆仁、監督＝宮武孝明、選手＝藤川瞭、銃剣道監督＝
石川慎也、体操選手＝城本ななみ、新体操監督＝森川美
智子、選手＝山下明素花、松山瑞希

▲壮年サッカー選手＝亀山哲夫、年齢別ソフトテニス選
手＝東村尚暢、東村純子、三好小夜子、バウンドテニス
監督・選手＝福田久志、選手＝三宅常夫、平岡廣子、小
林由実、マスターズ陸上選手＝高橋幸男、山本三博、ペ
タンク選手＝安藤秀雄、前川千壽子、原静子

ねんりんピック石川 2010
ペタンク交流大会出場選手激励会

9
28

▲監督＝松川美代子、選手＝住友勇、堀川優、吉田郁穂

▲観音寺第一高等学校３年真鍋和歌子、観音寺中学校３
年三好伽奈美、２年細川瞬・薦田遥・筒井真彩、１年吉
田壮壱、中部中学校２年白川有紗、１年河田衿花、大野
原中学校２年秋山ゆうこ、１年藤川功樹

第 25 回日本ペタンク選手権大会　
出場選手激励会

9
28

▲選手＝安藤秀雄、白川剛稔、白川豊、石川房子、安藤
和子、國土節子　　　　　　　　　

　稲刈りを終えた田のあぜ
道には、真っ赤な彼岸花が
鮮やかに咲き誇っています
が、池之尻町の民家の庭に
は、クリーム色の彼岸花が
咲いています。優しい色合
いの淡いクリーム色の花は、
さわやかな秋風に揺れて秋
の訪れを告げていました。
まちかど特派員　片山園美

全国大会出場おめでとうございます ＜敬称略・順不同＞

秋風に揺れる白い彼岸花

　９０歳になる人を、敬老顕彰訪問で白川市長が訪問
しました。ことしの対象者は２２３人で、訪問を希望
したのは、次の３０人です。
神原ミユキ、石川ヨリヱ、藤田義美、中川カメノ、長田カ
ズヱ、岩田マスミ、近藤タヅ子、髙橋正弘、高橋武夫、大
西キクノ、楠義光、石川春一、小足健一、請川曻、長尾格、
詫間シズノ、礒野清、小山雪子、獅子堀テル子、片山キミ
ヱ、玉野久雄、大西貞野、藤村スヱノ、氏家勝、川上智代
子、薦田房雄、藤田シゲ、髙橋ヒサヱ、大西フサヱ、中村
義隆　　　　　　　　　　　　　　　＜敬称略・順不同＞

90歳のお祝い10
1･4･6･8

▲かな書道と俳句が得意な川上智代子さんを訪問
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平成 21年１1月生まれ 満１歳の子どもを募集
1１月１日から12月28日まで２月生まれ
の子どもを募集します。ただし、応募
多数の場合は先着順になります。

高 橋 優
ゆう

羽
は

ちゃん

 　　

村 上　 充
あたる

ちゃん

 　　

小山きらりちゃん 齊 藤 璃
りぃ

那
な

ちゃん

父 勇希さん　　母 祐紀さん
（大野原町大野原）

両親からの
メッセージ

パパとママと翔斗は優

羽が大好き♡笑顔のス

テキな女の子になって

ね。１歳おめでとう。

 
 

 

父 雅英さん　　母 美帆さん
（新田町）

両親からの
メッセージ

１歳おめでとう。充の

笑顔が大好き。元気に

育ってね。

 
 

 

父 真弘さん　　母 里美さん
（豊浜町和田）

両親からの
メッセージ

きょうだい仲良く元気

に大きくなあれ！

 
 

 

父 雄一さん　　母 知代さん
（本大町）

両親からの
メッセージ

１歳のお誕生日おめで

とう！パパとママの子

に生まれてきてくれて

ありがとう♡

ちょうさ大きいね　きれいだね
　大野原幼稚園の５歳児９１人が、ちょうさ会館を見
学しました。はじめに、ちょうさについての説明を
聞き、ちょうさの組み立てや祭りの様子などが映し
出されたビデオを見ました。その後、元気に掛け声
をかけながらかき棒を担いで力を競ったり、勢いよ
く太鼓をたたいたり。子どもたちは間近で見る勇壮
なちょうさに目を輝かせていました。

10
14 ことしも秋の実りを収穫10 8

　大野原中学校の１、２年生約２４０人が、稲刈り
体験をしました。総合学習の一環として毎年行って
いるもので、６月に田植えをした稲は立派に成長。
稲刈りをするのが初めての生徒もいましたが、かま
を使って刈り取ったり協力して運んだりして、楽し
そうに作業を進めていました。



　

い
つ
ま
で
も
現
役
宮
崎　
利
春
さ
ん（
大
野
原
町
大
野
原
）

17

食育コーナー 学校給食課　☎５７−６６６０

   
海や山の恵みを五感で味わって
　「天高く馬肥ゆる秋」といわれるこの時季は、寒

い冬に備えて、体に栄養を蓄えるための、自然か

らの大切な恵みの時とも言えます。栄養バランス

のとれた三度の食事をきちんと取ることは、健康

のための一番の近道です。今月は、この季節なら

ではのくりやイモ、黒豆を使った「秋のお宝ごは

ん」を紹介します。くりやイモ、黒豆には、カル

シウムや鉄分、マグネシウム（注１）、ビタミンＢ１

（注２）、食物繊維が多く含まれ、栄養面でも、ま

さに秋のお宝といえます。

(注１）マグネシウム：神経の興奮をコントロールする

(注２）ビタミンＢ１：糖質をエネルギーに効率よく変える

　　		　　　　　　　	働きと疲労回復効果

秋のお宝ごはん

　
大
正
１１
年
生
ま
れ
、
８８
歳
の

宮
崎
利
春
さ
ん
は
毎
日
田
畑
仕

事
で
汗
を
流
し
ま
す
。
家
族
の

健
康
の
た
め
に
と
、
無
農
薬
に

こ
だ
わ
り
、
お
米
を
は
じ
め
各

種
の
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。

健
康
の
た
め
に
特
別
な
こ
と
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
毎
日
野
菜

の
手
入
れ
や
収
穫
を
し
て
、
忙

し
く
作
業
を
す
る
こ
と
が
元
気

の
秘
訣
で
す
。

　
宮
崎
さ
ん
は
、
猫
や
カ
メ
、

金
魚
な
ど
を
と
て
も
可
愛
が
っ

て
い
ま
す
。
家
族
が
飼
い
始
め

た
動
物
を
、
一
緒
に
世
話
を
す

る
う
ち
に
好
き
に
な
っ
た
と
笑

顔
で
話
し
ま
す
。
陸
ガ
メ
は
、

宮
崎
さ
ん
が
育
て
た
チ
ン
ゲ
ン

サ
イ
が
大
好
物
で
、
野
菜
作
り

に
も
さ
ら
に
力
が
入
り
ま
す
。

　
毎
朝
、
約
２
時
間
か
け
て
新

聞
を
読
み
、
政
治
や
経
済
な
ど

す
べ
て
の
記
事
に
目
を
通
し
ま

す
。
小
学
校
に
勤
め
て
い
た
時

は
体
育
を
得
意
と
し
て
い
た
の

で
、
今
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心

が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
欄
は
特
に

丁
寧
に
読
み
ま
す
。

　
ま
た
、
朝
晩
の
２
回
、
一
日

の
予
定
と
そ
の
日
を
振
り
返
っ

て
の
感
想
な
ど
を
日
記
に
書
く

こ
と
も
日
課
で
、
１０
年
以
上
欠

か
さ
ず
に
つ
け
て
い
ま
す
。
毎

朝
そ
の
日
の
課
題
を
考
え
る
こ

と
で
、
一
日
を
大
切
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
と
話
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
苦
労
も

あ
り
ま
し
た
が
、
二
人
三
脚
で

歩
ん
で
き
た
妻
に
と
て
も
感
謝

を
し
て
い
る
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
く
よ
く
よ
せ
ず
、
夫
婦

で
明
る
く
前
向
き
に
毎
日
を
過

ご
し
て
い
る
宮
崎
さ
ん
で
す
。

　
健
康
で
元
気
な
お
年
寄
り
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。

　
秘
書
課
　
　
　
☎
２３

−

３
９
１
５

　　　	（４人分）

米２３０ｇもち米５０ｇ（合わせて２合）、

ゆで小豆６０ｇ（固形量）、サツマイ

モ８０ｇ、くりの甘露煮４０ｇ（固形

量）、黒豆３０ｇ、酒１５ｇ（大さじ

１）	、塩１.５ｇ（小さじ１/３）、スキ

ムミルク２５ｇ、湯１５０ｃｃ

❶米ともち米はといで、ひたひたより少し多めの水につけておく。

❷弱火にしてフライパンで黒豆を香ばしくいる。（約１５分）サツ

マイモは皮付きのまま１.５センチほどの角切りにして水で洗い、

ザルにあげておく。くりは１センチ角に切る。

❸❶の釜に調味料（酒・塩）と湯に溶かしたスキムミルク、ゆで

小豆の汁を加えて、２合分の水加減にして軽く混ぜ、ゆで小豆、

いった黒豆、くり、サツマイモを加えて炊き上げる。　　

材　料

作り方

献立

★秋のお宝ごはん			★牛乳

★秋刀魚の塩焼きすだち添え

★百花のあえもの			★ヨーグルト
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父
子
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

児
童
扶
養
手
当
の
申
請

お
と
な
に
よ
る
お
は
な
し
会
、

親
子
で
絵
本
を
作
ろ
う
、
し

お
り
・
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
、

読
書
作
品
の
パ
ネ
ル
展
な
ど

イ
ベ
ン
ト
２

　
１１
月
２８
日
（
日
）

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時
３０
分

　
中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

　
読
書
感
想
文
発
表
会
、
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
＆
群
読
、
読
書

作
品
の
パ
ネ
ル
展
な
ど
　

　
子
ど
も
読
書
の
街
づ
く
り
事

業
推
進
委
員
会

　
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
３
８

　
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
３
８

　
子
ど
も
た
ち
の
力
作
が
勢
ぞ

ろ
い
し
ま
す
。
誘
い
合
わ
せ
て

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
１２
月
４
日
（
土
）
・
５
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

　
小
学
校
（
書
写
、
図
画
工
作
、

　
家
庭
科
）
、 

中
学
校
（
書
写
、

美
術
、
家
庭
科
）

　
１１
月
２３
日
（
祝
）

　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

「
サ
マ
ー
タ
イ
ム
マ
シ
ン
・
ブ

ル
ー
ス
」
（
５
０
０
円
）

　
午
前
１０
時
３０
分
上
映
開
始

優
秀
企
画
映
像
作
品
３
本
（
無
料
）

「
花
子
の
日
記

	

～
ビ
ー
フ
の
キ
ョ
ー
フ
物
語
～
」

　
午
後
１
時
上
映
開
始

「
庵
治
石
の
味
」

　
午
後
２
時
上
映
開
始

「
こ
れ
が
私
の
生
き
る
道
　
蒟き
ん
ま醤
・

存ぞ
ん
せ
い清
・
彫
ち
ょ
う
し
つ
漆
さ
ぬ
き
漆
芸
三
技
法
」

　
午
後
３
時
上
映
開
始

　
市
民
会
館
☎
２３

−

３
９
３
９

　
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
３
３

　
大
野
原
町
田
野
々
の
法
泉
寺

境
内
に
は
、
約
２０
本
の
モ
ミ
ジ

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に

樹
齢
二
百
年
に
近
い
木
は
「
三

色
紅
葉
」
と
し
て
有
名
で
す
。

　
１１
月
２１
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
法
泉
寺
境
内

　
琴
の
演
奏
や
野
だ
て
茶
会
、

　
地
元
農
産
物
の
即
売
、
バ
ザ

ー
な
ど

　
平
成
２２
年
８
月
分
か
ら
父
子

家
庭
の
人
に
も
児
童
扶
養
手
当

が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
平
成
２２
年
７
月
以
前
か
ら
父

子
家
庭
だ
っ
た
人
が
、
平
成
２２

年
１１
月
３０
日
（
火
）
ま
で
に
申
請

を
し
た
場
合
は
、
平
成
２２
年
８

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
１１
月
３０
日
を
過
ぎ
る
と
、
申

請
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
に
な

り
ま
す
。

　
申
請
に
は
必
ず
申
請
者
本
人

が
窓
口
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
支
援
課

　
大
野
原
・
豊
浜
・
伊
吹
支
所

　
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
２

～
読
書
で
広
が
る
人
の
わ
、

　
　
　
　
街
の
わ
、
心
の
わ
～

イ
ベ
ン
ト
１

　
１１
月
２７
日
（
土
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル
、

会
議
室

　
キ
ッ
ズ
に
よ
る
お
は
な
し
会
、

第
１３
回
も
み
じ
祭
り

小
・
中
学
校

　
教
育
文
化
祭
展
覧
会

観
音
寺
子
ど
も
読
書

　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

さ
ぬ
き
映
画
祭
２
０
１
０

かんおんじまち歩き参加者募集
三色紅葉に誘われて～秋の大野原里山歩き～
　法泉寺周辺を巡るコースです。ギャラリー見学

や名物料理も堪能できます。

　１１月１２日（金）午前８時４５分市役所集合

　１５人　

　１,					０００円

受付：１１月２日（火）～
　　　（定員になり次第締め切り）

商工観光課　☎２３−３９３３

昭和天皇の見た風景と宗鑑さんの道を歩く
　昭和天皇が宿泊した旅館で、天皇が召し上がっ

た茶碗蒸しを食べ、俳諧の祖・山崎宗鑑が晩年を

過ごした一夜庵周辺を巡ります。

　１１月１８日（木）午前１１時１５分琴弾八幡宮集合

　１５人　　

　２,５００円
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市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
２
４

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
、

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
、

一
年
間
に
納
付
し
た
額
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
や
提
示
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
（
は
が
き
）
が

日
本
年
金
機
構
か
ら
１１
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
証
明

書
ま
た
は
領
収
証
書
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
申
告
時
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
１０
月
１
日
か
ら
１２
月

３１
日
ま
で
の
間
に
初
め
て
保
険

料
を
納
付
し
た
人
は
、
翌
年
２

月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０

−
０
７
０

−

１
１
７

　
１１
月
１
日
（
月
）
～

　
　
平
成
２３
年
３
月
１５
日
（
火
）

　
市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
２
４

　　
老
齢
年
金
や
退
職
年
金
は
、

雑
所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税

対
象
に
な
り
ま
す
。
課
税
対
象

に
な
る
受
給
者
の
人
に
は
、
１１

月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
扶
養
親
族
等
申
告
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
１２
月
１
日

の
提
出
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中

に
受
け
ら
れ
る
年
金
に
か
か
る

所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
決

ま
り
ま
す
。

　
提
出
を
忘
れ
た
場
合
は
各
種

控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税

の
源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

　
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
１

い
い
日
、
い
い
日
、
毎
日
、

　
あ
っ
た
か
介
護
あ
り
が
と
う

　　　
介
護
に
従
事
す
る
人
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
と
そ

の
家
族
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

１１
月
１１
日
（
木
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
高
齢
介

護
課
内

高
齢
介
護
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
８

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
の
発
行

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

｢

扶
養
親
族
等
申
告
書｣

は
期

限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
と
し
て

吉
田
千
惠
子
さ
ん

　
　
　
　

   （
八
幡
町
三
丁
目
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

幼
稚
園
・
小
学
校
芝
生
化
へ
の

寄
附（
芝
生
・
乗
用
芝
刈
り
機
）

観
音
寺
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

１１
月
１１
日
は「
介
護
の
日
」

ビジネス実務講習会 受講者募集
内　容／パソコンを使った文書作成・表計算、
　　　　メールの活用、ビジネスマナー等の講習
期　間／12月6日（月）～12月17日（金）の内　10日間
場　所／観音寺市豊浜支所分館　
対　象／就職を希望する60歳代前半層の方
受講料／無料
定　員／20名　
受付日／11月１日（月）～　（申込書により受付）
   申込書は最寄のシルバー人材センター・ハローワーク
にあります。
お問い合わせ／（社）観音寺市シルバー人材センター
　　　　　　　☎２４－０４１９

ちょっとご用があるとき
　　　お子さんをお預かりします
利用の理由・条件は問いません！いつでも気軽にどうぞ
土・日曜日でもかまいません。ご予約ください。詳しくは下記まで
お問い合わせ「すくすくセンター」☎0875−52−1266
　　受付時間　月～金曜日　AM8:30～PＭ5:00

お父さん・

お母さん！！
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食
物
系
列
講
師
・
石
川
弘
氏

お
せ
ち
料
理

２５
人

エ
プ
ロ
ン
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

５
０
０
円
（
当
日
集
金
）

１１
月
９
日
（
火
）
か
ら

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

電
話
受
付
可

農
林
水
産
課

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
３
１

　　　
食
を
通
じ
て
の
異
文
化
交
流

に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１１
月
１４
日
（
日
）
午
前
１０
時
～

一
ノ
谷
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
中
国
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、
べ

ト
ナ
ム
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
日
本
な
ど
の
料
理

エ
プ
ロ
ン

１
、
０
０
０
円
（
当
日
集
金
）

観
音
寺
市
国
際
交
流
協
会

　
秘
書
課
広
聴
広
報
係

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
１
５

　
子
ど
も
の
就
職
や
進
路
に
つ

い
て
保
護
者
と
臨
床
心
理
士
が

一
緒
に
話
し
合
う
「
保
護
者
セ

ミ
ナ
ー
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

１１
月
９
日
（
火
） 

午
後
１
時
～
午
後
３
時
　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
有
明
町
）

「
今
一
度
、
生
き
る
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て

み
よ
う
」

デ
ジ
カ
メ
写
真
を
楽
し
く
活
用
！

１１
月
２８
日
（
日
）

○

午
前
１０
時
～
正
午

○

午
後
１
時
～
午
後
３
時

大
野
原
中
央
公
民
館
３
階
講

義
室
（
大
野
原
支
所
内
）

デ
ジ
カ
メ
写
真
の
保
存
や
整

理
の
仕
方
、
画
像
の
補
正
方
法

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で

き
て
、
デ
ジ
カ
メ
を
持
っ
て

い
る
人
（
市
内
在
住
の
人
）

各
２０
人
（
先
着
順
）

２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

１１
月
４
日
（
金
）
か
ら

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

デ
ジ
カ
メ
、
取
り
扱
い
説
明

書
、
付
属
品

作
成
し
た
デ
ー
タ
を
持
ち
帰

り
た
い
人
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
ー
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
教
育
委
員
会
大
野
原
分
室

　
　
　
　
☎
５４

−

５
７
０
２

１２
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
３０

分
～
午
後
零
時
３０
分

県
立
観
音
寺
中
央
高
等
学
校

食
物
実
習
室

臨
床
心
理
士
浅
田
み
ち
る
先
生

前
日
ま
で
に
電
話
で
予
約

さ
ぬ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン

☎
０
８
７
７

−

５
８

−

１
０
８
０

商
工
観
光
課
商
工
係
　

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
３
３

１１
月
１４
日
（
日
）

観
音
寺
中
学
校

資
源
・
廃
品
回
収
予
定

お
国
自
慢
料
理
大
会

さ
ぬ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
保
護
者
セ
ミ
ナ
ー

無
料
パ
ソ
コ
ン
教
室
in
大
野
原

ごみの収集状況（9 月） 単位：トン

種　類 平成２１年 平成２２年 増　減

可燃ごみ 910.74	 923.38	 12.64

新　　聞 39.51	 29.35	 △	10.16

本・雑誌 29.19	 29.37	 0.18

段ボール 22.80	 23.06	 0.26

お
魚
料
理
教
室
参
加
者
募
集

つ
い
て
市
内
の
中
学
２
年
生
約

６
５
０
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
約

２５
％
の
中
学
生
が
自
分
専
用
の

携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
半
数
以
上
が
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
を
か
け
た
り
、
家

族
で
ル
ー
ル
を
決
め
た
り
す
る

な
ど
の
安
全
対
策
を
取
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
携
帯
電
話
を
持

つ
こ
と
で

①
友
だ
ち
が
増
え
た

②
家
族
と
の
会
話
が
増
え
た

③
学
校
へ
行
く
の
が
楽
し
く
な

　
っ
た

携
帯
電
話
と

子
ど
も
た
ち
の
安
全
②

　
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
２５

−

４
２
５
１

「
１１
月
は
、
全
国
青
少
年

　
　
　 

健
全
育
成
強
調
月
間
」

　
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、

青
少
年
育
成
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

万
引
き
防
止
の
ぼ
り
の
掲
示
、

健
全
育
成
懸
垂
幕
の
掲
示
な
ど
、

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
、
青
少
年
を
犯
罪
や

有
害
環
境
な
ど
か
ら
守
る
た
め

に
、
携
帯
電
話
の
利
用
状
況
に

な
ど
の
良
い
変
化
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で

①
迷
惑
メ
ー
ル
や
ひ
ぼ
う
中
傷

　
の
書
き
込
み
が
あ
る

②
友
だ
ち
か
ら
の
半
強
制
的
な

　
メ
ー
ル
返
信
や
誘
い
が
あ
る

③
行
動
範
囲
が
広
が
っ
て
帰
る

　
時
間
が
遅
く
な
っ
た

な
ど
の
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
家
庭
で
携
帯

電
話
の
利
用
に
つ
い
て
話
し
合

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時

期
に
備
え
て
、
１１
月
か
ら
予
防

接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

　
１０
月
３１
日
現
在
で
６５
歳
以
上

の
人
に
は
、
１０
月
末
に
予
診
票

等
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

１１
月
に
６５
歳
に
な
る
人
は
、
６５

歳
を
迎
え
て
か
ら
随
時
、
郵
送

し
ま
す
。

１１
月
１
日
（
月
）
～
平
成
２３
年

３
月
３１
日
（
木
）

満
６５
歳
以
上
（
昭
和
２０
年
１１

月
３０
日
以
前
生
ま
れ
）
の
人

１
、
０
０
０
円

今
年
度
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

事
業
に
よ
り
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
お
よ
び
被
保
護
世
帯

の
人
は
、
自
己
負
担
金
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
必
ず
接
種
を

す
る
前
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
４

　
７５
歳
以
上
の
人
で
、
今
ま
で

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

た
こ
と
が
な
い
人
と
、
前
回
の

接
種
か
ら
５
年
以
上
経
過
し
て

い
る
人
を
対
象
に
、
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
公
費
助

成
を
し
て
い
ま
す
。

　
主
治
医
と
相
談
し
て
、
印
鑑

を
持
参
の
上
、
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
大
野
原
支
所
、
豊
浜
支

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

４
、
５
０
０
円

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
４

　　　　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
人
で
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
お
よ
び
被
保
護

世
帯
の
人
は
、
申
請
で
接
種
費

用
が
減
免
に
な
り
ま
す
。

　
接
種
前
に
、
印
鑑
な
ど
を
持

参
し
て
観
音
寺
地
区
の
人
は
保

健
セ
ン
タ
ー
で
、
大
野
原
町
・

豊
浜
町
・
伊
吹
町
の
人
は
各
支

所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

１１
月
１２
日
（
金
）
午
前
９
時
集

合
～
午
前
１１
時
３０
分

大
野
原
福
祉
会
館
（
萩
の
丘

公
園
）
集
合

萩
の
丘
公
園
か
ら
大
谷
池
～

萩
原
寺
周
辺
～
萩
の
丘
公
園

へ
戻
る
約
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

コ
ー
ス
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、

健
康
運
動
指
導
士
の
指
導

水
分
補
給
の
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、
帽
子
、「
ふ
る
里
探
検
隊
」

の
冊
子
（
持
っ
て
い
な
い
人

は
当
日
渡
し
ま
す
）

１１
月
５
日
（
金
）
ま
で

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
４

～
大
丈
夫
？

　
そ
の
シ
ミ
、
そ
の
ホ
ク
ロ
～

　
人
口
の
高
齢
化
と
と
も
に
、

皮
膚
が
ん
に
か
か
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
早
期
発
見
や
早
期

治
療
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

１１
月
１４
日
（
日
）

午
後
１
時
受
付
～
午
後
４
時

伊
吹
公
民
館

講
演
「
皮
膚
が
ん
と
そ
の
予

防
」
（
約
３０
分
）、
無
料
相
談

（
湿
疹
や
水
虫
な
ど
の
皮
膚
病

は
対
象
外
）

市
内
お
よ
び
近
郊
在
住
の
人

４０
人
程
度

無
料

１１
月
１２
日
（
金
）
ま
で

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
日
除
く
）

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
４

香
川
大
学
医
学
部
皮
膚
科
学

教
室

☎
０
８
７

−

８
９
１

−

２
１
６
２

　
０
８
７

−

８
９
１

−

２
１
６
３

Ｅ
メ
ー
ル
　

献
血
の
お
知
ら
せ

　
１１
月
１４
日
（
日
）

午
前
１０
時
～
正
午

午
後
１
時
～
午
後
３
時

常
磐
小
学
校

常
磐
地
区
献
血
推
進
協
議
会

１１
月
２８
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

豊
田
公
民
館

豊
田
地
区
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
お
願
い

　
安
全
な
輸
血
を
す
る
た
め
、

４
０
０
㍉
㍑
献
血
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

同
一
世
帯
以
外
の
人
が
申
請

す
る
時
は
、
委
任
状
が
必
要

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
４

大
野
原
支
所
市
民
係

　
　
　
　
☎
５４

−
５
７
０
０

豊
浜
支
所
市
民
係

　
　
　
　
☎
５２

−

１
２
０
０

伊
吹
支
所
市
民
係

　
　
　
　
☎
２９

−

２
１
１
１

　
１１
月
２５
日
（
木
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

保
健
セ
ン
タ
ー

歯
周
病
予
防
の
話
、
正
し
い

歯
の
磨
き
方
な
ど

歯
周
疾
患
検
診
で
要
指
導
ま

た
は
要
精
検
と
判
定
さ
れ
た
人

歯
周
疾
患
検
診
結
果
の
お
知

ら
せ
（
緑
色
の
紙
）

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
４

「
大
野
原
　
萩
の
ふ
る
さ
と

　
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」
を
歩
こ
う

　
自
然
豊
か
な
風
景
を
楽
し
み

な
が
ら
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
健

康
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

歯
ッ
ス
ル
教
室

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
助
成

健
康
づ
く
り
ふ
る
里

　
探
検
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

皮
膚
が
ん
講
演
お
よ
び

　
皮
膚
が
ん
無
料
相
談

Ｆ

h
ifu

ka@
m

ed.kagaw
a-u

.ac.jp
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１１
月
７
・
１４
・
２１
・
２８
日

中
部
保
育
園

９
カ
月
児
か
ら
就
学
前
ま
で

の
乳
幼
児

３
歳
未
満
３
、
０
０
０
円
／
日

３
歳
以
上
２
、
０
０
０
円
／
日

１
週
間
前
ま
で

中
部
保
育
園

　
　
　
　
　
☎
２５

−

８
３
５
９

食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

テ
ー
マ
／
歯

１１
月
１２
日
（
金
）

午
後
２
時
～
午
後
３
時
３０
分

健
康
講
座
＝
「
め
ざ
せ
８
０

２
０
元
気
な
歯
」

１１
月
２６
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
正
午

調
理
実
習
＝
「
し
っ
か
り
よ

く
噛
め
る
メ
ニ
ュ
ー
」

２０
人

腎
臓
病
教
室

テ
ー
マ
／
腎
臓
に
や
さ
し
い
食 

　
事
／
腎
臓
の
検
査
に
つ
い
て

１１
月
１８
日
（
木
）

午
後
３
時
３０
分
～
午
後
５
時

夜
間
糖
尿
病
教
室

テ
ー
マ
／
糖
尿
病
の
薬
と
正
し

　
い
飲
み
方
／
イ
ン
ス
リ
ン
Ｑ

　
＆
Ａ

１１
月
１１
日
（
木
）

午
後
６
時
～
午
後
７
時
３０
分

各
教
室
と
も
予
約
が
必
要

調
理
実
習
は
実
費
６
０
０
円

が
必
要

　
三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
５２

−

２
７
２
６

み
ん
な
で
語
ろ
う
！
こ
れ
か
ら

　
　
は
じ
ま
る
親
子
の
き
ず
な

　　
１１
月
７
日
（
日
）

正
午
～
午
後
４
時

善
通
寺
子
ど
も
・
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー

寸
劇
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、
マ

タ
ニ
テ
ィ
ー
ヨ
ガ
、
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
沐も
く

浴
・
妊
婦

体
験
、
ス
リ
ン
グ
講
習
、
骨

盤
ケ
ア
な
ど

こ
れ
か
ら
出
産
す
る
人
や
子

育
て
中
の
パ
パ
マ
マ
な
ど

無
料

不
要

い
い
お
産
の
日
実
行
委
員
会

事
務
局

☎
０
８
７
７

−

９
８

−

４
５
６
０

（
平
日
午
前
１０
時
～
午
後
６
時
）

　
１１
月
２１
日
（
日
）

　
午
前
８
時
３０
分
か
ら

　
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

　
（
雨
天
時
は
市
立
総
合
体
育
館
）

５０
メ
ー
ト
ル
走
、
８
の
字
跳

び
、
ペ
タ
ン
ク
な
ど

市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者

無
料
（
参
加
賞
あ
り
）

当
日
受
付
可

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
４
１

　　
１２
月
５
日
（
日
）

午
前
８
時
２０
分
か
ら

市
立
総
合
体
育
館

○

女
子
の
部

　
（
男
女
混
合
の
部
と
重
複
不
可
）

　
１
チ
ー
ム
６
人
以
内
（
選
手

　
４
人
）

　
１
部
＝
平
均
年
齢
４５
歳
未
満

　
２
部
＝
平
均
年
齢
４５
歳
以
上

○

男
女
混
合
の
部

　
（
男
性
２
人
ま
で
）

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤

務
す
る
人

３
０
０
円
／
人
（
保
険
料
込
み
）

１１
月
２４
日
（
水
）
ま
で

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
４
１

高
等
工
科
学
校
生
徒

　
　
平
成
２３
年
１
月
２２
日
（
土
）

中
卒
（
見
込
含
）
１７
歳
未
満

１１
月
１
日
（
月
）
～
平
成
２３
年

１
月
７
日
（
金
）

自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　
☎
２５

−

６
１
２
２

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健
康

　
管
理
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室

参
加
者
募
集

健
康
づ
く
り
冬
季
ソ
フ
ト

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
曜
保
育

参
加
者
募
集

元
気
ア
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ

第
１４
回「
い
い
お
産
の
日
」

チ
ー
ム
編
成

自
衛
官
採
用
試
験

試
験
日

ス ポ ー ツ 行 事

月　日 行　　　　　事

１１／１３・１４
近県硬式野球招待野球大会

午前９時～／総合運動公園

１４

観音寺市長杯グラウンド・ゴルフ大会

午前９時～／総合運動公園

香川県高校新人新体操大会

午前８時３０分～／市立総合体育館

少林寺拳法西讃ブロック大会

午後１時～／県立三豊体育館

２０・２１
市長杯西日本ユース（サッカー）

午前９時～／総合運動公園

２１
第１回ＷＥＳＴカップバレーボール大会

午前８時３０分～／大野原会館　ほか１会場

２３
香川県小学生ソフトバレーボール大会

午前８時３０分～／市立総合体育館

２８
香川県バウンドテニス協会親善交流大会

午前８時３０分～／市立総合体育館

１２／４
会長杯小学生サッカー大会

午前９時～／総合運動公園
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平
成
２３
年
１
月
６
日
（
木
）

１２
月
６
日
（
月
）
～
２０
日
（
月
）

（
当
日
消
印
有
効
）

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人（
平

成
２３
年
３
月
卒
業
見
込
み
を

含
む
）

　
募
集
人
数
や
募
集
要
項
の
請

求
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

県
立
農
業
大
学
校
教
務
課

☎
０
８
７
７

−

７
５

−

１
１
４
１

　 

１１
月
１８
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

三
豊
合
同
庁
舎
３
階
小
会
議
室

県
看
護
協
会
職
員
に
よ
る
、

就
業
相
談
、
無
料
職
業
あ
っ

せ
ん
、
進
学
相
談
な
ど

看
護
職
で
、
就
職
先
を
探
し

て
い
る
人
や
看
護
職
員
を
雇

用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
施

設
、
看
護
師
の
資
格
を
取
り

た
い
人

無
料

香
川
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
６
４

−

９
０
７
５

　
シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者

に
対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求

受
け
付
け
が
、
１０
月
２５
日
（
月
）

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平
成

２２
年
６
月
１６
日
に
日
本
国
籍

を
有
す
る
人
（
６
月
１５
日
以

前
に
死
亡
し
た
人
は
対
象
外
）

平
成
２４
年
３
月
３１
日
ま
で

こ
れ
ま
で
に
記
念
品
等
を
請

求
し
た
人
に
、
請
求
書
類
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
届

い
て
い
な
い
人
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
・
事
業
部
特
別

給
付
金
担
当

☎
０
５
７
０

−

０
５
９

−

２
０
４

Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

☎
０
３

−

５
８
６
０

−

２
７
４
８

午
前
９
時
～
午
後
６
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

１２
月
３
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
午
前
１１
時
３０
分

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時

観
音
寺
税
務
署
会
議
室

香
川
県
視
覚
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
１
２

−

５
５
６
３

　　
　

　
小
・
中
・
高
等
部
の
児
童
生

徒
が
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。
作
品
展
や
作
品

販
売
も
あ
り
ま
す
。

１２
月
４
日
（
土
）
午
前
９
時

３０
分
～
午
後
零
時
１５
分

県
立
香
川
西
部
養
護
学
校

　
　
　
　
☎
２５

−

１
７
７
５

１１
月
１０
日
（
水
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

三
豊
合
同
庁
舎
３
階
研
修
室

「
家
族
の
話
を
聞
い
て
か
か
わ

り
を
考
え
よ
う
」、
家
族
同
士

の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

当
事
者
の
家
族 

ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る

家
族
な
ど

無
料

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保
健

対
策
課
　
☎
２５

−

２
０
５
２

　
だ
れ
も
が
安
心
し
て
安
全
で

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
「
介
護
予
防
の
意
義

や
知
識
の
普
及
に
対
す
る
協
力
」

「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
声
か

け
・
見
守
り
」「
認
知
症
高
齢
者

の
見
守
り
や
家
族
へ
の
声
か
け

・
見
守
り
」
を
地
域
で
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た
め

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

１１
月
３０
日
（
火
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

１２
月
３
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

一
ノ
谷
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

２
日
間
の
受
講
が
可
能
な
人

３０
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

無
料

１
月
１３
日
・
１４
日
に
観
音
寺

西
公
民
館
で
も
同
内
容
の
講

座
を
開
催
予
定

　
観
音
寺
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
☎
２５

−

７
７
７
３

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利

用
し
て
、
自
宅
で
電
子
申
告

す
る
た
め
の
手
順
を
説
明
／

住
基
カ
ー
ド
（
電
子
証
明
書
）

持
参
の
人
は
、
初
期
登
録
を

サ
ポ
ー
ト

１１
月
１２
日
（
金
）
ま
で

　
観
音
寺
税
務
署
個
人
課
税

部
門
　
　
☎
２５

−

２
１
９
３

１１
月
１９
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
正
午

午
後
２
時
～
午
後
４
時

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

年
末
調
整
関
係
書
類

観
音
寺
税
務
署
法
人
課
税
第

１
部
門
　
☎
２５

−

２
１
９
１

　
目
が
見
え
な
い
人
や
見
え
に

く
い
人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

１２
月
２
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
正
午

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

福
祉
制
度
の
説
明
や
生
活
訓

練
の
紹
介
と
実
施
、
視
覚
障

が
い
者
向
け
の
便
利
グ
ッ
ズ

の
紹
介
、
日
常
生
活
で
の
工

夫
の
提
案

視
覚
障
が
い
者
や
目
に
不
自

由
さ
を
感
じ
て
い
る
人
、
そ

の
家
族
、
関
係
者

平
成
23
年
度
学
生
募
集

香
川
県
立
農
業
大
学
校

試
験
日

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
・

　
　
サ
テ
ラ
イ
ト
相
談

（
看
護
職
の
求
人
・
求
職
巡
回
相
談
）

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
さ
ん
へ

ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）講
習
会

年
末
調
整
説
明
会

視
覚
障
が
い
者
の
生
活
相
談
会

「
ふ
れ
あ
い
の
日
」

　
　
　
　
　
学
習
発
表
会

ひ
き
こ
も
り「
親
の
集
い
」

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
受
講
生
募
集
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図書館だよりLibrary News
休館日　　中央図書館　　　　　　　　１・８・１５・２２・２９日
　　　　　大野原・豊浜図書館　　　　１・３・８・１５・２２・２３・２９日

中央図書館☎23−3960　大野原図書館☎54−5715　豊浜図書館☎52−1206

中央図書館行事予定

大野原図書館行事予定
★古典文学講座 2０日（土）　午前９時30分～午前11時30分

豊浜図書館行事予定
★工作教室��

★おはなし会

★読書感想画展（豊浜小・中学生の作品）（豊浜中央公民館と共催）

★企画展示�「大人にも読んでほしいホロリと泣ける絵本展」

６日（土）　午後１時30分～午後２時30分
　　　　　かわいいしおりをつくろう！
20日（土）　午後１時30分～午後２時
　　　　　パネルシアター「にんじんさん、だいこん
　　　　　　　　　　　　　さん、ごぼうさん」ほか

11月７日（日）まで　  休館日を除く

11月９日（火）まで  　休館日を除く　

心を元気にしてくれる本コーナー

就活難民にならないための
　　　　　　　 大学生活 30 のルール
　著：常見陽平　　出版：主婦の友社
内定率 100％！先輩たちの「就活ノート」
　著：加藤清紀　　出版：光文社

６日（土）　　午後１時30分～午後２時10分
２7日（土）　午後１時30分～午後２時10分
７日（日）　　午前１０時～午前１１時
1９日（金）　午後１時30分～
　　　　　牧山桂子著　次郎と正子（新潮文庫）
２４日（水）～２８日（日）
　　　　　２８日（日）午後１時～

★おはなし会

★スイーツデコ教室��
★つぼみ愛書会１１月例会

★読書感想画展（幼稚園児の作品）
★読書感想文発表会（小・中学生の作品）

心が折れそうになったとき、そっとペ
ージを開くと元気がもらえる本を集め
ました。

今月のおすすめ本

今月の人口
（１０月１日現在）

人　口

男

女

世帯数

64,039	人

30,818	人

33,221	人

23,382 世帯

　
１２
月
２
日
（
木
） 

午
前
１０
時
～
正
午

三
豊
合
同
庁
舎
会
議
室

講
演
「
地
域
で
共
に
生
き
る

と
い
う
こ
と
」

１１
月
２６
日
（
金
）
ま
で

　
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
対
策
課
☎
２５

−

２
０
５
２

　
公
証
役
場
で
は
、
当
事
者
の

依
頼
で
遺
言
書
を
作
成
し
た
り
、

争
い
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
各

種
の
契
約
書
（
公
正
証
書
）
を

作
成
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
証

書
作
成
手
続
き
に
つ
い
て
の
相

談
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

丸
亀
公
証
役
場

☎
０
８
７
７

−

２
３

−

４
７
３
４

　
　１１

月
１４
日
（
日
）
午
前
９
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

　
観
音
寺
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

１１
月
２４
日
（
水
）
～
２６
日
（
金
）

１１
月
２２
日
（
月
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
に
就
農
を
予
定
し
て
い

る
人
お
よ
び
就
農
５
年
以
内

の
農
業
者

　
香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
６２

−

３
０
７
５

１１
月
２８
日
（
日
）

午
前
１０
時
～
午
後
２
時

働
く
婦
人
の
家
の
前
集
合

遊
休
農
地
の
状
態
を
確
認

農
地
活
用
を
希
望
す
る
人
に

は
、
仲
介
を
し
ま
す
。

家
庭
菜
園
や
農
業
を
し
た
い
人

６
人

１
、
０
０
０
円
（
昼
食
代
）

１１
月
２４
日
（
水
）
ま
で

　
香
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
０
８
７
７

−

８
５

−

５
５
２
７

　
「
ネ
ッ
ト
通
販
で
代
金
を
前

払
い
し
た
が
、
商
品
が
届
か
ず

連
絡
も
取
れ
な
い
」｢

ネ
ッ
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
落
札
し
た
商

品
が
、
お
金
を
送
っ
た
の
に
届

か
な
い
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
通
販
や
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
は
、
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
な
ど
か
ら
手
軽
に
買
い
物
が

で
き
て
大
変
便
利
で
す
が
、
悪

質
な
業
者
や
出
品
者
も
い
る
の

で
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。
あ

ら
か
じ
め
、
ネ
ッ
ト
上
の
評
価

を
見
る
な
ど
相
手
の
信
頼
性
を

確
認
す
る
ほ
か
、
前
払
い
は
避

け
ま
し
ょ
う
。
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

は
個
人
間
取
引
が
原
則
な
の
で
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
届
い
た
商
品
が
思
っ

て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
違
う
と
い

っ
た
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
、
商
品
の
内

容
や
返
品
条
件
な
ど
を
十
分
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　
西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
２５

−

５
１
３
５

こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

　
　
　
　
　
考
え
る
研
修
会

契
約
・
遺
言
は
公
正
証
書
で

第
１８
回
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

観
音
寺
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
ル

就
農
相
談
窓
口
の
設
置

遊
休
農
地
を
調
査
し
、

有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か

悪
質
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
や

　
　
　
　
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
注
意
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日（
火
）～
15
日（
月
）

相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１０日（水）・２４日（水）午前

１０時〜正午　社会福祉センターふれあい相談室　弁護

士が相談に乗る

人権相談　☎２３−３９２８　 観音寺　１２日（金）午前１０時〜午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　１１日（木）午前

　１０時〜午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜			９

日（火）午前１０時〜午後３時　豊浜福祉会館老人談話室
年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　　１７日（水）午前１０時〜午

後３時　市民会館第４会議室　日本年金機構善通寺年
金事務所の相談員が相談に乗る　要予約　日本年金機
構善通寺年金事務所
家庭児童相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日を除く毎日

午前８時３０分〜午後４時　社会福祉センター家庭児童
相談室
母子自立相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日を除く毎日

午前８時３０分〜正午　社会福祉センター家庭児童相談室
児童相談　☎２３−３９５７　 　１６日（火）午前１０時〜午後３時

　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相談員
が相談に乗る　要予約
行政相談　☎２３−３９１５　 　５日（金）・１９日（金）午後１時

３０分〜午後４時　働く婦人の家
家事手続案内　☎２５−２６１９　　 土・日、祝日を除く毎日

午前９時〜午前１１時３０分、午後１時〜午後４時３０分
　高松家庭裁判所観音寺支部
法律相談　☎２５−７７７３　　 相談は先着１２人　９日（火）・

３０日（火）午前１０時〜午後３時　社会福祉センターふれ
あい相談室　弁護士が相談に乗る
心配ごと相談　大野原☎５４−５７１４ 　４日（木）・１８日（木）

午前１０時〜正午　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−
１２１２　 ９日（火）・１６日（火）午前１０時〜正午　豊浜福
祉会館老人娯楽室
ふれあい福祉相談　☎２５−７７７３　 　土・日、祝日、法律

相談日を除く毎日午後１時〜午後３時　社会福祉セン
ターふれあい相談室　相談員があらゆる相談に乗る
身障相談　観音寺☎２３−３９６３　  ４日（木）・１８日（木）午前

１０時〜正午  　社会福祉センター身障者会議室／大野原
☎５４−５７００　　４日（木）午前１０時〜正午　 大野原いきい
きセンター会議室／豊浜☎５２−１２００ 　相談員が電話で受
付、家庭へ訪問。支所などでの相談もできる
さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　

　４日（木）午前９時３０分〜午後５時　観音寺市中央公
民館２階会議室　就職相談など　１５歳〜おおむね３９歳
の人とその家族　無料
福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日、祝日を

除く毎日午前９時〜午後４時　社会福祉協議会
少年問題相談やまびこ　☎２３−０９００　　土・日、祝日を

除く毎日午前８時３０分〜午後５時　少年育成センター
理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１４日（日）午前１０時〜午

後４時　大野原いきいきセンター
市長相談　☎２３−３９１５　 　随時受け付け　要予約

時
所 講

時
所 時

所 時
所

時
所 講

申

時
所

時
所

時
所 講

時
所

時

所
数 時

所
講

時
所

時 所

時
所

時
所

時 所
内 対
料

時

時
所

所
時

所
受 

　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
～

9
30

火
災

救
急

１
、９
２
６
件

20
件

講

時 所

９月１日～３０日（敬称略）

香典返し

岡﨑　冨子＝

合田　貴憲＝

岡田　敏和＝

白川　智洋＝

高橋　　潔＝

田中　良典＝

室 本 町

大野原町大野原

大野原町萩原

中田井町

大野原町大野原

豊浜町和田

中野　英子＝ 吉岡町

大野原町井関

１１月の納税・納付
国民健康保険税　　　（３期）
後期高齢者医療保険料（５期）
介護保険料　　　　　（３期）

納期限　11月30日（火）
納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

藤岡　昌徳＝

國土　修平＝

大西　壽三＝

チャイルドシート寄付

大野原町内野々

古 川 町

柞 田 町

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
空
気
が

乾
燥
し
た
状
態
が
続
き
火
災
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
暖

房
機
や
た
き
火
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
火
気
を
使
う
機
会

も
多
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
一
人
ひ
と
り

が
火
災
予
防
の
知
識
を
持
ち
、

そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
死
傷

事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
２２
年
度

　
　
　
　
全
国
統
一
防
火
標
語

「
消
し
た
か
な
」

　
　
あ
な
た
を
守
る
　
合
言
葉
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１１

　クヌギは成長が早く、植林

から１０年ほどで木材として使

用できます。そのため、樹齢

の若いうちから伐採されます。

　しかし、八幡神社のクヌギは、椀貸塚古墳域内に生育して

いることで伐採から免れてきたようです。樹高１５㍍、胸高幹

周２.９２㍍、枝張りは南北２５㍍、東西２０㍍。

　クヌギとしては県内唯一の保存木で極めて珍しいものです。

　　　都市整備課公園緑地係　☎23−3918

香川の保存木
市内にある

大野原八幡神社のクヌギ
　 １ 	 ２ 	 　

第８回　ＧⅢ
開設60周年記念ことひき賞争奪戦

函館競輪開設60周年記念場外
（ＧⅢ）

４ ５ ６ ７土木 日

月

１７　　											１８　　											１９

　　岸和田競輪Ｓ級シリーズ場外
（ＦⅠ）

木

　　一宮競輪開場60周年記念場外
（ＧⅢ）

２０　	２１　	２２　	２３土 月 祝水 金

　　
２４　　											２５　　										２６	

広島競輪Ｓ級シリーズ場外
（ＦⅠ）

水 金木

月 火

１０　　											１１　　　１２金水 １３　	１４　	１５　	１６土 日 火木 月

高知競輪Ｓ級シリーズ場外
（ＦⅠ） 

　　
２７　	２８　	２９　３０

花月園メモリアル（川崎）場外
（ＧⅢ）

土 月 火日

金

松阪競輪開設60周年記念場外
（ＧⅢ）

日

大野原支所＝毎週金曜日
豊浜支所＝毎週火曜日

  9:00 〜 12:00
13:00 〜 17:00

あぶあぶひろば

１０カ月児健診

３カ月児健診

保
10:00 〜 12:00

13:30 〜 14:30

いき ぴよぴよクラブ

  茶話会

  茶話会

10 カ月児健診

9:30〜11:30

10:00〜12:00

10:00〜12:00

13:30〜14:30 

ふれ

ふれあい広場

３歳児健診

若返り教室��

9:30 〜 11:30

13:30 〜 14:30 

13:30 〜 15:00

（旧観音寺市Ｈ１９年５月生まれ）

いき はつらつ会

健康栄養相談

プレママ教室��③

9:00 〜 11:00

9:30 〜 11:00

13:20 〜 15:30 

ふる里探検ウオーキング

育児相談

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室��

ぴよぴよクラブ

9:00 〜 11:30

9:30 〜 11:00

9:30 〜 11:30

13:30 〜 15:00

9:30 〜 11:30

ふれ骨密度測定　

あぶあぶひろば

のびのび教室��

富田内科医院

ひまわり調剤薬局三豊
柞田町　☎ 24−0180

豊浜町　☎ 52−5100

ふれあい広場

さわやか栄養教室��
9:30 〜 11:30

9:30 〜 12:00

ふれ

いき はつらつ会
9:00 〜 11:00

いき
9:30 〜 11:30

13:30 〜 15:00

10:00 〜 12:00

14:00 〜 14:30 

14:30 〜 15:00 

いき ぴよぴよクラブ
9:30 〜 11:30

はつらつ会

３歳児健診

歯ッスル教室��

ひまわりの会

9:00 〜 11:00

13:15 〜 13:45

9:30 〜 11:00

13:30 〜 16:00 

いき ぴよぴよクラブ

３カ月児健診

筋力つけんな～教室��

9:30 〜 11:30

13:30 〜 14:30

13:30 〜 15:00
ふれ

医
歯

薬
保
いき
ふれ
豊福

共福
働
常
柞

愛

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００〜１２：００）

共同福祉施設軽運動室��
働く婦人の家
常磐総合コミュニティセンター
柞田公民館
伊吹公民館
大野原福祉会館
愛育会行事

伊

健康相談

ぴよぴよクラブ

シニアエアロビクス

9:00 〜 11:00

9:30 〜 11:30

13:30 〜 15:00

健康栄養相談
ふれあい広場
若返り教室��
１歳６カ月児健診

のびのび教室��

9:30 〜 11:00

9:30 〜 11:30

13:30 〜 15:00 

13:30 〜 14:30

13:30 〜 15:00  

ふれ

10:00〜11:30

10:00〜12:00

13:30〜15:00

ぴよぴよクラブ

のびのび教室��

あぶあぶひろば
10:00 〜 12:00

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
火～日曜日（祝日休み）
  9:00 〜 12:00
13:00 〜 16:00

保

伊

共福

保

( 旧観音寺市Ｈ２２年１月生まれ）

あぶあぶひろば

ポリオ いき

いき

豊福

愛 柞

保

いき

豊福

保

いき

働

いき

ふれ

保

献血

保
9:30 〜 11:00

9:30 〜 11:00

10:00 〜 12:00

10:00 〜 12:00

9:30 〜 11:30

10:00 〜 12:00

9:00 〜 11:00

10:00 〜 11:30

育児相談

健康栄養相談

プレママ広場

あぶあぶひろば

ぴよぴよクラブ  

  茶話会

はつらつ会

もぐもぐレッスン愛 常

いき

大西病院

しつかわ歯科医院

快生堂薬局本店

姫浜調剤薬局

観音寺町（茂西）☎25−3291

詫間町　☎ 83−6480

観音寺町（駅通）☎25−3606

豊浜町　☎52−1733

医

歯

薬

三野小児科医院

第健調剤薬局
吉岡町　☎　25−7788

豊浜町　☎　56−3477

医

薬

いき

いき

（旧観音寺市Ｈ２１年４月生まれ）

豊福

保

森内科医院　　

とよしま歯科医院

こぐま薬局

ひまわり調剤薬局三豊

常磐小学校

八幡町一丁目☎25−7363

植田町　☎24−5775

八幡町一丁目☎56−0001

豊浜町　☎52−5100

10:00〜12:00
13:00〜15:00

医

歯

薬

要予約

愛 常

小林整形外科医院

おおした歯科医院

快生堂くにた調剤薬局

快生堂豊浜調剤薬局

柞田町　☎ 25−7311

詫間町　☎83−7106

柞田町　☎ 24−1339

豊浜町　☎ 56−3260

医

歯

薬

( 大野原町・豊浜町Ｈ２２年１月生まれ）

( 大野原町・豊浜町Ｈ２２年８月生まれ）

保

いき
（ 大 野 原 町・豊 浜 町
Ｈ１９年４月５月生まれ）

（旧観音寺市Ｈ２２年８月生まれ）
保

国土外科医院

おおにし歯科クリニック

第健調剤薬局

豊田公民館

古川町　☎ 25−0290

植田町　☎ 24−4186

豊浜町　☎ 56−3477

9:00 〜 16:00

医

歯

薬

献血

医

薬

いき

保

大

大


